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:小田稔先生の思い出

小田稔先生を悼む

宇宙科学研究所長松尾弘毅

本研究所名誉教綬，評議員会会長小田稔先生は平成

13 年3月 l 日心不全のため急逝されました。

先生は“はくちょう"をはじめとする X線天文衛星

の成功により我が国の宇宙科学を世界の第一線に押し

:±~すと共に，所長在職の|聞には，ハレー慧屋係査に始

まる M-3S II 型ロケァ卜による科学衛星の黄金時代の

幕開けをが i出されました。さらに，近年においては評

議員会会長として大所高所から宇宙科学研究所の進路

を!慣らして下さいました。我が国の宇宙科学の一層の

発展あるいは独立行政法人化への対応などますます先

生のお力が必要なとき，ご逝去はかえすがえすも残念

なことです。

先生が繰り返し強調されたのは，宇宙科学研究所に

おける理工の述携の重要さでした。加えて，小さな所

帯です。工学の駆け出しにも理学の大先生に親しく接

しさせて m く機会に溜まれました。お人柄と共に色ん

な場而が目に浮かびます。

駒場の頃，運動会の最終種目は所内マラソンでした。

所長の参加をお断り出来るわけもなく，大会委員長と

しては閉会式の 30 分遅れを覚悟したものです。言平議員

会も先生の熱の入ったリードにより時間超過が常で，

有り難いことでありましたし，庶務課泣かせでもあり

まし Tこ。

ハレー主主星探査の折，当時計画を有していた日米欧

ソがイタリアのパドヴァで会合することになり， 日本

の計画 iの説明役に私が先生のお供をしました。晩餐会

の途中で到着された先生は楓爽たるスピーチで場をさ

らわれました。この折先生のご周旋で設立された lAC

G(宇宙科学関係機関連絡協議会)は，宇宙'科学分野

での国際協調機械として今だに重要な役割lを果たして

います。私については，良かったけど声が小さかった

とのことでした。小悶先生の前で英語で話すともなれ

ば，声も小さくなろうというものです。

後日各国の代表がローマ法王に拝謁して成功をご報

告することになりました。法王様を英語では何とお呼

びするか，先生も首をかしげられたので皆安心した覚

えがあります。正解は確かYour Holinessです。

実は，去る3月英困惑星協会がハレー馨星探査を記

念してシンポジウムを企画しました。昨年末先生に出

席を打診したところ満吏でもないご様子だった矢先の

ことでした。

心から先生のご冥穏をお祈りいたします。



世界のfキ大な科学者小問先生

III 中的f!B

小m先生は私にとって大先裁であると共に， 50{ドの

長きにわたってかけがえない師であった。先生と同じ

分野を少んだ私にとって店、い出は尽きな L 、。

初めてお目にかかったのは大阪大学3lμtの時であ

る。、可時，小 III先生はMITIこ渡米される1I'i liIiだったが，

終戦後日も浅い惨めな実験室にふと現われた先住の蝋

炎たる僚はまさにMき市iめに総が鉾いドりた感じであっ

た。 3年後，先生は'nli線宅気シャワ一徳!mil訓 l闘を燃

えて州国され，創設されたばかりの京以大γ:1);( f紘一研

究所(わが凶MのMil平IjJlj由f)で実現されることになっ

た。先生と一緒に研究するギ.a!に必まれたのはその時

からである。全nが30代以ドの若さで，よく iJ: 'I~ もし

たが，小問先生の先導でよく遊んだことの }Jを妙に忠、

い出す。

1962{ドのX線hiの発見は先生の後、ド伎の自f究を決定

した。翌年先生はRo由1の1{]きで再度MITに渡米され，

そこでかの有名な“すだれ"コリメーターを発i列さ

れる。先生はこれを~に巧妙に使ってX線)11. f さそり

府X-Ijの位世を11r街に決定し，その成*が“3宅常に

17い段"の阿定Vi防， Sandage等)という X線天文史

1:.1'''1WIW '1な快挙を II·'. むことになる。“すだれ"コリメー

ターは更に発}Jkし，牧 J;b さん i圭の手になる“究極のす

だれ"コリメーターが「ょうこう」で太陽艇 X線搬像

に威力を発御した。“すだれ"に限らず先生の独創的

なアイディアは数知れな L 、。

1964 年創設された点点大学宇宙航空研究所に捌かれ

た先生は， MIT に留まるか袴か深刻に悩まれた.¥帰 l司

を決断される。その後何く .X 線天文では宇航耐 fの小

III グループと名古屋大学の早川グループのてつだけで，

大乍院生を入れても総勢 10 人余，今とは隔 lit の感があ

る。私もやがて名大から宇航研に移り， 11L び小川先生

の!I' d近で研究することになった。 197MI~. 相j の X線衛

星CORSA の打ち上げは残念にも失敗。普段決して弱

音をはかぬ小田先生が fll 本の X線天文はこれで 10fl ニ

溢れた」と磁を髭わせて嘆かれたあの疫のことは忘れ

られな L、。しかし俺か 3lド後，先生の獅 Hi~ill の働き

と関係省の強力な支媛で認められた再建衛厄は打ち上

げ成功。先生の執念の !i 1.Cy gnus X-I に l苅んだ「はく

ちょう J が誕生した。超小増 j~i 1iながら“すだれ"コリ

メーターを載せた「はくちょう J (;J: X線パースト放を

次々に凡つける等々. 'I'nf! ， tのfiJf究に大いに沼紛し

た。これを 51ii みに日本の X線天文学は II :il:しく発燥し

限界をリードするにゼるが，あの時の先 II の御 l術闘に

あらためて感謝の;宮、がか 1 く。

先生は II~ まれながらのコスモポリタンで. II~ 際協 JJ

の推進.{ifであった。先 II ，の A賦の指導 JJ は u "f<:の宇宙

科'字の代表としてのみならず I司際的にも頼りにされた。

X. わが i司宇宙科学の優秀牲を l世界に jミ娠して日本の

地位を佐立された。特に. III 小型衛星を年Ij幾のペー

スで打ち上げ，科学・技術の継続的発展を orl るわが閃

の }j 針を誇られた。先生の友人 Freeman Dyson の

“ Quick isbeautiful" や Frank McDonald の“ Fr 明uenl

IS 回目 ntial" の名付は NASA の巨大計画偏重を批判し，

II 本に'字べという E行のもので，先 II'.との対話に感銘

を受けたからに速いない。

先生が宇宙科学研究所の所長に在任'I'の 4l ド H日はわ

が|司下'， Ii 科学の転換 jgj であった。長期 JJI'I ， 'ij 策定. MｷY

;f1 '1世lの 1ft. 滋等， ill:~~題を j成し遂げた後. ASTRO 心

Cf あすか J) の予 rl:獲得を位き上践に先生は 'i' lI i liJ fを退

rr された。幸い「あすか」の活協は X線天文学の一時

期lを闘したとの評価を得，先生に大変喜んで瓜いたこ

とが，せめてもの御恩返しになったろうと J5- える他は

ない。その「あすか」は奇しくも先生の御臨終直後に

大気に突入，その生涯を終えた。偶然とはいえ如何に

も印象的な∞ incidenc 渇を生涯忘れることはできま L 、。

先生は学 lUI ばかりでなく， ttu な趣味をお持ちだっ

た。消(趣味 7) を，スケッチを，音楽を， III をこよな

く愛された。どれもぷ人縦れで，スケッチでは倒展を

聞かれたし，モーツアルト協会会只，円本山 l1i会会 n

であった。ユングフラウ三 III のメンヒに~JJiした時の
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ガイドと何十年ぶりに再会したこと，グリンデルヴア

ルトの名谷村民に選ばれたことをとても喜んでおられ

た。先生の柔和な笑顔とユーモア溢れる酒脱な諮り口

は人を魅了せずにおかなかった。悲しくも，今はただ

先生のお人柄と御業紛を似び，御冥福をお祈りするば

かりである。

(宇宙科学研究所名誉教侵， MaxPlanckInstitute)

ASalutetoMinoruOda
RiccardoGiacconi

ThosewhoknewMinoruOda 叩d hisworkwillmi 苗

himasascientist, afriend , andawonderfulhuman

being.

Hew描加 ou凶anding scientistandteacherand,
togetherwithSatioHayakawaandYasuoTanaka,oneof

thefoundersofspace 詑1叩白 in Japan,particularlyX-ray
astronomy.Hewasamanofgr 回t scientificcuriosity

andinhiscar 配r hebecameinvolvedwithacoustics,
cosmicrays.X-rayandradio astronomy, and.most

r民叩 tly ， physiologyofthebrain

Ourfriendshipandcollaborationcontinuedforalmost

forty years, butnooneperson can 同sHy tracehis

accomplishments in such disparate fields. This is

particularlydifficultformesincemuchofhisactivity

tookplaceinJapan.Iwilld田cribe onlytwoepisod 田

whichwereimportanttobothofus

The 日同国 curred in1965wbenMinoruw国 in the

U.S.andinventedthemodulationcollimator.Hehad

beendoingcosmicrayr田carch withtheMITgroupled

byBrunoRossiin 1962whenourgroupatASE

di田οvered the 日目 t X-raystar, S∞rpius X-I(SωX-I)

Hebecameimmediatelyinter 回ted inthisresearchand

「すだれ」の能生 (MIT にて. 1965 年)

G.Clark 樽士と(ホワイトマウンテンー 1968 年頃〕

followedourrocketprogramclo 担Iy.

Inthemanydiscu 関ions wehadaboutthenatureofXｭ

raystarsitbecameclearthatanyknownphysicalproc 酒s

thatproducedX-raysshouldal 拍 produce visibleligbt.

Theopticalplat 田 of theskyn回r SeoX-Ishowedno

peculiarobj 配t. Coulditbethatthe0州民 tw 田 a diffused

nebula ヲ Then itcouldbesodimthatitcouldnotbe

observed.Theonlywaytoclearthismysterywasto

m岡山田 the X-raysizeoftheobj 田t. Thebestaccuracy

thatcould be obtained with the rather prim 山ve

instrumentswethenhadavailablew回 t∞ poor tod田ide

this 岡山 MinoTu's contributionw回 typical ofhissubtle

andcleverapproachtothestudy ofnature. The

modulationcollimatordoesnotpretendtom回sure the

positionintheskyofa 田町間 (because ofitsmultifold

solutions)butitallowsthem回surement ofangularsize

IntwoASErocketexperimentsin1965and1966, the
angular割問 of ScoX-Iw出 m回sured tobeI田s than7

arcsec 加ds. Thisresultpredictedarelativelybrightst 町

coincidentwithSeoX-Iposition.

Thispositionwasmeasuredin1966byusingtwo

modulation collimators with the vermer technique

devisedbyHerbertGursky.Therefollowedthediscovery

byJapaneseandAmerican 拙tronomers oftheoptical

counterpartofSeoX-Iwhichrevealedanewclassof

objects.Itisinterestingto note that while th 悶

experimentswerebeing done, Minoru su ∞田 ded in

getting scientists at MIT to become involved

experimentallyintheASEprogramandtoarousethe

mter 田t ofoptical 出tronome 四 in Jap 加 in followingthis

subj 田t

Thisabilitytorelatetotheinter 田ts andaspirationsof

peopleofverydifferentcultur 田 was anoutstandinggift

thatMinoruusedagainandagaintofosterscientific

cooperationonaninternationalscaJe.

Thes田ond episodethatIbrieflymentionrelat 回 to

町

。



thediscoveryofpulsat 旧ns fromthe 回urce CygusX-I

(Cygx-I)withtheUhurusatellite.In1971theASE
group thatconceived and built the 抽tellite w出

franticallybusytryingtokeepupwiththedatastream

thatw田 Oowing fromitdaily.Theonlyoutsiderwe

invitedtoparticipateinthebeginningphaseofthe

interpretationw描 Minoru. Thisisatributetohim 国 a

scientistandasatrustworthyfriend.Minorubecame

interestedinobservingstrangetemporaleventsthat

could not be easily reconciled with statistical

日uctuations. Henoticedthatduringasinglep晶s ofthe

satellitedetectorfieldｷofviewonCygXぺ the numberof

countsregisteredseemedtovarytoomuch tobe

explainedbystatistics.Therefollowedthedecisionto

slowdowntbesatelli 同 spin toaffordmoreobserving

timeforeachsource.Weextendedtheobservingtime

fromafractionofasecondto20secondsandthe

measurement revealed that Cyg X-I was wildly

pulsating.Itwasthefirststellarm拙s blackholeever

discovered!

Theobservationsatthisreducedspinrateledshortly

thereaftertotbediscoveryoftheclassofX-raybinaries

∞ntamlng neutronsta 四 or blackhoi 田

Afterhisreturn 同 Japan Minoruworkedhardto

田tablish experimental X-ray astronomy at Tokyo

University.Hissu 回目 s isdemonstratedbytheworld

classgroupthatishislegacy.

IlastsawMinoruforashorthourinTokyolastyear

Hewas, asusual, leavingforsomemeetinginEurope
andI w酪 in Japan to discuss possible Japan 田e

collaborationwithEuropeandtheUSontheALMA

projectinmillimeterwaveastronomy.Minoru w田

helpingusovercomeculturalbarriers.A recently 剖gned

agr，田ment inTokyomakesthisthefirstworldwide

projectinastronomy.IregretdeeplythatMinoruOda

willnotbeabletosharethejoyoffirstlight.

(AssociatedUniversities,Inc.)

小田さんの想い出

閥村純

小III さんが亡くなられてからもう 2か月に近い日が

経とうとしている。永年鋭しくつきあって頂いた小I:f l

さんに去られて，こんなにさびしいことはない。

小問さんに布 jめお会いしたのはもう 50 年ほど前の事

である。小問さんは出来たばかりの大阪市立大学にお

られて，字 'rti 線の研究室の中心として活路しておられ

た。 頒B爽l砲E としたた一 I河守

争糾紳iドl戸大学にいたので. II 寺々お会いする機会があった。

4

K-9M-31号機の準備0971年 8 月)

それから，原子絞研究所，宇宙研へと 50'ドの悶，その

うちの大半を問じ研究所で共に過ごしたことになる。

研究の事，研究所の将来のあり方，その他諸々の事に

ついて，熱っぽく締り合ったことが昨日の本のように

おもいだされてくる。

宇宙航空研究所の初期の時代は，口ケットもなかな

か大変で， 日本の天頂付近を通過する白鳥座のX線星

の正確な佼i位を，スダレコリメタ の検出者誌を気球に

賂殺して，確定しようと提案された。大河斗すからあげ

た気球は残念なことによ狩中破峻したが，原の町，ミ三

陸に移る曝iは縦割IJ も満足行く状態で成功した。 X線紘3

JErウフル』とほぼ!司じ II寺j切に i~Lii1を総定したが，後

にその場所で微かに'ilL波を 1+1す肢が見付かり，光学:観

測が行なわれて，現イl もブラ γ クホールの第一候補と

忌われる星の発見へと導いた。その!日II.小間さんは.!.Il

1脱鏡で机の上に広げた星座の写真を一心に眺めておら

西村純先生へ所長引継0988年 1 月)



れた~守主主い:±~す。字詰f科学研究所の気球観測にとっ

て記念すべき成架であった。ここに小閉さんの素晴ら

しい先見性と笑行力のー耐を見ることができる。

小日!さんは朝永先生の友人のダイソン博士とはよく

気が合っておられた様で，ダイソン防士も2， 3!主研究

所を訪れておられる。ダイソン隙士は当時巨大化にjE

り停滞ぎみのアメリカの宇宙科学研究の体制には批判

的で， r科学の日研f究はレスポンスが q阜Z い司事I がヨ丞Z 基婆耳，

「“Qu山ick i目s b恥eaut幻iflω'ul"その為に lはま“τSma剖\I i陪s be闘aulif，“'ul"

と詰説tれL 、ておられた。宇宙科学研究所のやり方はまさに

私の~l惣的な形だと喜んでおられた。事実，小間さん

が所長の時期に字前科学研究所は悶際的にも疑るぎな

い第一級の研究所として認識される織になった。宇宙

研主主fillの l明日lの多くの諸先fll と，優れた科学者として

の小閉さんの指導力，問機組が今 13 の宇宙研の発展を

もたらした。小川さんをうたったことは日本の学界のみ

ならず， 11<1際的にもその担i失は余りも大きい。

小閉さんに引き絞L、て私は所長になったが，懸案の

M-V開発の魚認は幾しい所は小日l さんが解決してくだ

さっていた。その他，研究所の illi'Sについて難し L 、 IHJ

lIfjに.i1'I i越する}止に相談にのっていただいた事はいうま

でもなし、。ここにあらためて感謝申し上げ，小間さん

の御3草稿を切にお祈りして築を措く。

(宇宙科学研究所名称教授・元所長)

農の王子さま小関稔先生を偲ぶ

架!原文i主

先生との出会いはl昭和355f頃だったと思います。先

生が東大事務局の予~の部麗に，時の原子紘研究所事

務長の間道で突如として来られて， r国際共同研究で

長の王子さまから皇のおじいさまへ(小回稔先生画)

KSCにて (1972年 2 月)

設備の予算が必要となったので是非お願いした L 、」と

おっしゃいました。それは，ボリビアのチャカルタヤ

山上(物、高52∞m) に鉛ガラス・チヱレンコフ検出*告

を設位して宇E首線の鋭曲目研究をしたいとの趣旨でした。

金額については，記憶は定かではありませんがl∞o万

円程度であったと思います。当時としては高額のため，

本来なら正式に慨算製求をして認めてもらうところ，

それではブラジル，米国 (MIT)共闘研究計聞に間に

合わないとのことなので，文部省にいきなり強引に要

求をして一件務着をしました。しかしその後検出器が

完成し輸送の段になると，闘有財産を外国に持ち出す

ことは物品管llli法上出来ないという難題が発生しまし

た。それではということで，またまた無L 、知!itを絞り，

ボリビアのチャカルタヤ研究所に貸与のi~をとり，共

同研究に供するということで何とか目的達成すること

ができました。これによって先生は宇宙線の研究にお

いて立派な成果をあげられたとのことでした。

そこで「宇宙線研究とは何のことかワ」という疑問

を解消すべし静岡県の旧清水トンネル跡にあった大

阪市立大学の波瀬議教授の宇宙線縦割IJ施設で難しい勉

強をさせていただきましたが，途中，鞠子のトロロ飯

を堪能し，近くの旅館に一泊しました。一晩中飲みな

がらの楽しい楽しい勉強会は忘れることはできません。

学問への強欲なあくなき研究心のかたまり，物llli箆魂

(目的の為には手段を選ばずつの持ち主，一方ヒュー

マニス卜としての素敵な人に?佐々悩れつつ・-。
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曾野綾子さん林友直先生と (1977年 9 月)

その後再会の鰍びは，字百i航空研究所教佼としてロ

ケットによる字術笠間観測笑験研究のためMITより赴

任された 196Mf で，以後現在まで親しくお付き合いさ

せていただきました。当時字詰I航空研究所は. ~t悶利

用研究所としての創設j別であり，施設・設備の建設に

大わらわでした。ロケットや観測器については K型

ロケットの観測事業までは比較的順調に行なわれ，予

知A も他部局から羨ましがられる flL'i!!.ぅiiJjりに認、められ，

幸先のよい計't り I±\ しに見受けられましたが，ラムダ型

ロケットによる人工衛尾の打ち上げJPJになった途端つ

まづき始めました。先生はこれを大変心配されるとと

もに，研究計画lの遅れに我伎がならず. Iインドのロ

ケットによる観測を始めたいから観mlJ機総製作の'f.rr.

を確保して欲しL 、j との~~型が再三あり，またもや雛

題を早速手配して，インドでの実験に何度か成功し成

巣があがったようでした。

こういうことこそが郁力性に'1;\んだ図際共同研究と

いうものでしょうか 9 我々行政践の杓子定規のお役所

的な仕事のみでは，世界に先駆けての研究はできない

でしょうと，大いに考えさせられた先~i'.のJiJf:允スタン

スでした。その後ラムダ・ロケットによる日本初の人

工作iiI誌の誕生以来，順調な観測事業が進み，さらには，

ミュー型ロケットによる人工衛星観測へと進み，すだ

れコワメータによるブラックホールの発見，エックス

線天文学の UN拓者として学問1を築きあげられた先生の

ご努力に心よりの敬服いたしている次~です。

IIωl 本の宇術科学の父」は. I日本の科学で l世界のトッ

プにある分野は限られている。伝統を絶やしてはいけ

ない」ということを常々の信条にしていらっしゃいま

した。そして「失敗は成功の纂て'ある」と。先生.との

最近の出会いは，東大原子核研究所(回無キャンパス)

のサヨナラ・パーティー，千灘中自i新キャンパスにおけ

る字Eli線研究所，物性自f究所の竣工式などがあります。
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毎年歴代所長を閉んでの宇宙研事務 08:忘年会等々 の

集い(時にはご夫婆で年 2-3 回程度)には，専ら楽し

く懐かしい若かかりし頃の思い出話に花を咲かせてい

たような次第で，思い出は尽きません。

小田総先生のあの柔和なゆったりとした人格にもう

会う事はできません，悲しく，絞しい限りです。小田

稔先生，今まで通り，宇宙の彼方より宇宙科学研究所

の益々 の発展と教級J.l.一同のご活躍をご高覧あれ?

表心よりご~棋をお祈りいたします。

(元東京大学宇宙航~研究所〕

インドでの思い出

瓜本億二

1966 年3月末，小!日先生と私はインドはボンベイの

空港に降り立った。

日r: u共同ロケット観測に参加する為 .X紙l観mlJ 主主 itt ，

地磁気安勢計，テレメータ装 i伎を持ち込んで，インド

側が別立したナイキアパッチ改修型ロケットに総み込

んで実験を行う為の出版である。

税|刻を Hl る ji百に先生が「これを忘れたら大変です。」

と. lL ち寄られた所が「酒類 i腕人許可お発行所」。さ

すが旅なれた方と感心する。ホテルにま?いて先生がま

ずカバンから衣矧を Uj し備え付けのタンスに入れて並

べられたのには，またまた感心する。私なんかは何日

正l まろうと ffii 倒くさいのでカバンの中に入れっぱなし

だからだ。また鼻歌がベートーべンの交努 1111 ときた，

M歌か歌昔話 Itli の 1'1 分とは大逃 L 、。やはり外悶生活の長

い方は迎うものだと初日から大いに感心した。

ホテルで昼食のメニューを見ながら，先当が「昼飯

を食べる時 lこ晩I'¥ Jの事を考えながら料理を選ぶように

なるとこれは，アル中ですね」と行われた。その割に

は夜のお猶は沢 III は併し I'. がらなかった。チピチビや

りながらしゃべるのが，お Mきな綴であった。

KSC の PI センターにて 0977 年 9 月)



ボンベイからアーメダバードの Physic温IR時国民h

Labへ移動。そこでインド側の責任者ラオ氏他，数人

の方々とスケジュール打ち合わせ，基本訓告告の噛み合

わせなどを行い，いよいよ戦闘開始と成る。インドの

人は総じてうるさ L 、o 1"1をやるにも喧喧符認の議論か

ら始まる。

何でそんなことをするのか，誰がやるのか，こうし

たらどうか等々。小田先生は相手が幾らまくし立てよ

うとゆったりと応やかにお話される。小問先生とはテ

ンポが合わないと見るとこちらにお鉢が回ってくる。

それと何かあると直ぐに相手を攻める。

インテグレーション試験の車n， ffiID;tをオンにしたら

計器が働かない，蔵ぐ「装慣が機れているJ ときた。

調べてみると前夜，充HI総をi1!さにつないだ為. 111池

が充電されていなかった事が判明。それから暫くは静

かだっ Tこ。

或る夜に小田先生の学友だったサラパイ氏(原子力

省の高官)から沼待を受けお伴をさせて頂いた。食事

の後，照明を日昔くした剖l展で音楽を聴きながら(ロド

リゴのギター協奏曲・リストのピアノ協奏曲など)ゆっ

たりと二人で話』されている安は幻惣的であった。こう

いうもてなし方も有ると感心した。これで酒でも有れ

ば小田先生には級高だったのではと感じたものだった。

10日ほど遅れて，絵岡，小川原(当時小田研)の両

氏と古賀氏(明星)が現地入りされX線観測装世の緑

終調整がはじまった。或る程度試験の終わった時点で

舞台はケララ州に有る，赤道直下のツンパ基地に移る。

ここでの試験は昔，秋問実験場で行った作業のように

トラブル続出でなかなか予定通り進まず，いらいらす

るが，小|目先生は悠揚迫らず.組立て後の衝撃試験や

UMilJi試験をするよう指示され，装i丘の作成案まで提示

された。インドの人速はこれに応えて休日返上で，短

時間でこれらの装置を作り上げた。議論だけで実行力

が無いと思っていた人逮の働きぶりには改めて敬意を

表し，認識を新たにしたものだった。

これらの努力にも拘わらず打ち上げ実験は二機とも

失敗に終わった。一年に及ぶ努力が水泡に帰した無力

感で皆，言紫少なだった。

小田先生は我々を，思いやってか，一言も舷痴をこぼ

されなかった。

この旅行を通して先生は，私に人生かく有るべしと

生き方の基本を教えてくださった。

その後，先生はお忙しくてお教えを頂く後会が少な

かったのが心残りである。先生のご冥稲をお祈りしま

す。

(元明星氾主t)

1966年6月 17 日から 20 日まで

寿岳潤

1966年6月 17日に，小田さんは初めて関山天体物理

観測所(現国立天文台)に来られた。同じ年の3月 8 日，

エアロビーに搭可長された「すだれコリメーター」でき

そり座X-Iの角サイズ (20秒角以下)と天球上の位低

(精度 l分角)が決定される観測が行われた。その後，

高倉速雄さんの紹介で小凹さんが三騰の東京天文台

(国立天文台のjj1j身)に来られ.附山でこの天体の光

学問定観測を行う手筈が決められた。 X線スペクトル

の光学領域への理論的外掃に滋づき，二重露出法(苛

と紫外線のフィルターをかけた写真を少しずらして二

重写しとし，多くの星の中から紫外線の強い星を探す)

をm ，、る。私は6月 10日から|閉山の石l王I五郎.m水~，

tlJ村喜八郎といったIi々と傍雨の聞をぬって観測を始

めた。この時点ではまだX線源の佼i位決定は完了して

おらず， Iよい範囲(数平方度)の探査がおこなわれた。

山総本線の略方駅に小田さんを出迎え，観測所にむか

う約半時!日1の車中で私はそれまでの鋭部IJ経過を話した。

小田さんは，観測が成功した場合の論文著者とその順

序について詳しく説明された。私には当然の事と，1M-わ

れたが，後に「鍛顕著者 (Sandage)J ゃ「レイプされ

た物理u 問題が出現して，日本の物葛!学ショーピニズ

ムにあきれた。発表された論文はSandageの if~ ~ 、見識

に満ちており，その後のX線星述星説の研究方向をガ

イドする古典となった。

6月 17 日夜は4日ぶりに晴れ，乾飯干書号NL-423が21

時40分から(背5分，紫外30分) 22時23分までかけて

徹影された。その後急速に§}りだしたので，その問に

現像したところ，乾板のほぼ中央に紫外超過の昆が一

つみつかった。夜半すぎに晴れ聞が現れたので，大沢

消姉さんが素早くこの星の三色副IJ光を36インチ望遠鏡

で行い. V=12.6. U-B=-0.8. B- V=+0.3 という予

想、どおりの値を得られた。翌 18 日は務必りの中，カセ

グレン分光~で石閉さんがスベクトル(3時間誠出

乾仮務号 Q3 ・ 196) をとった。露出不足ではあったが，

顕著な吸収線はなくパルマ一線 7 だけが輝線として認

められた。これらの結果は，石田さんが玉烏屯報局ま

ででかけてアメリカ側に通報された。 7月にはパロマ一

天文台の 2∞インチ星雲分光器と 20 インチ光 fll 剖IJ光恭

による何時観測が行われた。この分光器はSc hmidt が

クエーサー 3口73 の雌史的な赤方偏移を検出した切れ

の良い名総で小悶さんも私も，後にパロマーのスペク

トルと比べて岡山のスベクトルがみすぼらしいのにがっ

かりしたのを憶えている。

20 日に小問さんは下山して大阪に向かわれた。天文

台の印象を尋ねると， 74 インチ鋭に最新の光屯分光測

光器がないことに印象づけられたとのことであった。

一 7-



宮本重稽先生と (K-9M-31号機実験. 1971年 8 月)

しかし附山が当時特に巡れていたわけではなし、。この

ようにして，小lf:Iさんの3iM EI の段初の光学級制IJ は，

満足感と共に終わった。

(国立天文台名主半数綬)

小田稔先生の想い出

1?'*11!徳

小B3稔先生のお名前を私が相jめてお聞きしたのは，

1954年(昭和29{ド) 4月に，私が大阪大学の大学院に

進学し，勉学・研究の心構えをお聞きするために，指

導教授の渡瀬譲先生のお音u鼠へうかがったl時です。こ

のi時，渡瀬先生は、「小問稔君は，現在アメリカに行っ

ていますが，理論に偏せず，笑験にも偏せず i面白い

~J}を考え wす，JJ.派な研究者です。君は小 III君を兇溜

いなさ L 、J と言われました。当時，小|日段、先生はフル

プライト留学生として， MITのロッシー教授の元で空

気シャワーの併究をされていたのでした。 111三授の後

に小問先生は大阪に帰ってこられましたが，すぐに，

13 本初jの共同利朗研究所として発足した東大原子政研

究所の宇宙線部の助教授として赴任され，空気シャワー

の観測研究に従事されました。その数年後の 1962年に

X線を I:eす天体がMITのロッシー教授述により発見さ

れました。小問先生はロッ γ一教綬の誘いて'蒋ぴMIT

に行かれ，有名なスダレコリメーターを発明され，

1966年 3J~ にさそり肢にあるX線起さそり座X-Iの位践

をロケット縦割IJにより求められました。そのi直後に，

小FlI先生は東大の字市航忽研究所の教授として婦問さ

れ，悶i]'.6月に東京天文台の大沢清輝・寿岳澗filij先生と

共に|時 III観測iffの5程遠鏡を用いて， さそり腹X司 l が l~J'

白い虚であることを発見されました。その|滝山観測所

よりの帰途，大阪に立ち寄られI 1~t~ 、星発見の詳しい

話をされ，私はわくわくしながらその話を捌きました。

その後，私は渡瀬先生のお薦めにより， 1967年4月よ

り宇宙研の小問先生のX線天文グループに参加する事

になりました。

小旺l稔先生は，渡瀬先生よりお聞きしていた巡りの，

普通の人は考えないようなことを考えつかれる，独創

的な先生でした。当時の宇UiliJfでの小問先生のグルー

プの研究諜組は，スダレコリメーターを用いた観測笑

験とX線屍の時間変動の観illlJでした。ふらふらする気

球観測装訟にスダレコワメーターを取り付け，はくちょ

う康X-Iの位絞を決定したり，スダレコリメーターを

取り付けた気球観測装·Ili:を{iI!って，かに星雲のX線部i

の形を観測する様な研'先は，常人では考え付かない研

究でしょう。悶じ観測装i丘をロケットに終戦し，さそ

り座X-Iを続けて31司観測する計耐を立て， さそり娩X

l及びその:iIIくに側々 U.I現したX線新星のX線強度と

スペクトルが変化しているのを鋭部IJ したこともありま

す。また.当時，不思議なX線星と考えられていたは

くちょう座X-IのX線強度のロケット観測のデータを，

小田先生は，人の声の声紋を調べるソナグラフにかけ

て， X線の時間変動の周波数分析をされました。 X線

天文学の初期には， X線患のX線強度が変化すること

は余り考慮、されておらず，第 H号のX線天文衛星ウフ

ルの観測データー処.mIのソフトには，その月jj立がされ

ていなかったのを，ウフルの打ち上げ直後に小限先生

がMITに行かれ， X線のl時間変動の研究のためにソフ

トの変更を促され，この結果， X線パルサーの発見等

が行われたのは良く知られたことです。私は 10年間宇

宙研の小郎先生のグループで研究を続け，大阪大学に

帰りました。阪大に帰った後も， X線尽の"'¥rm変動の

研究を続けました。その結果を，小IR先生にゆっくり

お話したかったのですが，その機会が得られないまま

に，先生がお亡くなりになったのは，大変残念なこと

て'す。

(大阪大学名谷教授，大阪体育大学)

ι10-4号機実験の面々(1969年 1 月)
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X線天文衛星「はくちょう」

小田さんを悼む

野村氏也

小EB さんについて忘れられないのは，何と言っても

M-3C-3号機によるCORSA打上げの失敗である。 COR

SAは，小田さんが主任となって手掛けた最初Jの衛星

である。失敗の原阪は，達成軌道の精度向上のために

この号機から熔載した新開発の婆勢法準装置の誤動作

による。 2段目の飛行経路が災'，~~になり，打上げ失敗

がiリj らかになった時の小閉さんの資自な{)fjfffi と，小刻

みに手を22わせていた資は，今も|除に焼き付いている。

私は，失敗の原因になった姿勢基準装慣の開発にも関

わっていたから，小回さんの打ちひしがれた姿を見て，

M-3C-4/CORSA-b 打ち上げ<1 979 年 2 月 21 日)

何とか可能な限り早期 jに再挑戦の機会を作ってあげな

ければと思ったことを党えている。

当時，私は宇宙研の予勿[fIJ Iにも深く l期わっていたか

ら， この年の実行予算の一郎総長年えと，次年度に見込

まれる新規の予算とで，再打上げを行う 2告を考 Aえた。

これを事務部に持ち込んだところ，とてもそんな金額

では事 IOill だと云うことから賭になり， ウヰスキーを l

本せしめた，I ii".. い tU がある。これが実現したのは，日本

電気を紛めとするメーカの扱々ならぬ協力のお陰であ

る。恐らく小間さんの学!日]に船けるひたむきな情熱が

感動を呼び，人々の協力を引き出すことになったのだ

と思う。こうして打上げ失敗の傑か 3年後に fはくちょ

う」が誕~ニし，我が図の御家芸と云われる X線天文学

が花開くことになった。

小田さんは一方で，多才でもあった。なかなかのグ

ルメ志向であり，こよなく t闘を愛した。脱税の雄事長

の時， r今の執行部は紋強の布陣」と云われているん

だと聞いたことがある。良く聞いてみると，小田理事

長と二人の MIJ 理事長が，揃って酒好きで澗に強いと云

う 13: 型車だった。我々がや I'll 皇内で会食をする時など， ソ

ムリエ役は常に小間さんだった。

小閉さんは絵を趣味にしていた。1iI:l Eの写生した水

彩画は有名で，辻永岡伯描くところの百花関譜を訪割れ

させるほどの出来栄えであるが，似顔絵も逮者である。

会議などの合闘に揃いた列席者の似顔は，良くその人

の特徴を， しかもユーモラスに肥えていて，なかなか

見事なものである。絵の上手な人は学も上手いのが普

通なのに， 日常，メモを取るような時の小 FEI さんの字

は，砲、 1!fの岩EEl さんにしか読めないと云われる程，ど

ちらかと云えば恕慾の部類に属する独特な字になるの

は不思議だと去った人があるが，私の見るところは少

し逃う。小If]さんは多分，少し了寧に持けば能筆なの

だと思う。その証拠に，小問さんは毛*だとなかなか

立派な字を浅く。それがメモを取るような特は，スピー

ドを上げるためにあの独特の写体になるのであろうと

思っている。

こうして祭を執っていると，小回さんの想い出は次々

と浮かんでくるが，紙数も尽きたのでこの辺で滋を捌

く。小田さんとは，長年，悶つ士・戦友として瓦いに窃!

解し合い，助け合ってきた仲だけに，突然の逝去は悲

しい限りである。(宇宙科学研究所名誉教綬)

小田先生の想い出

林友蔵

小III 先生を最初にお見かけしたのは今から 4S 年ほど

前の昭和 31 年ころ，本郷の東大工学都 13 号館市気工学

科，問村総吾先生のお部屋の入り口である。その頃専

任講師であった私は教綬室に湖借りさせていただいて
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四

林友直先生と「はくちょう」量生をともに喜ぶ

いた。たまたま部民を 11: るとき入れ違いに，もと向日l

の海軍技術研究所におりました小町ですと名乗って.

同研究所の先端としての|瑚村先生を訪問されたのであ

る。そのすこし前に雑誌「科学j で宇宙における枝 f

加速の機構を与えるという ν ョート・ノートで小|日稔

というお;r， jjijは拝見していたので，印象に銭っていた

ものである。

そのおよそ 10年後，図らずも駒場の守術研に同じく

絡を i泣くことになり長いお付き合いが始まった。先生

はMITで研究された“すだれ"コリメータをニJーニ 'Iii併の

ロケットや術尽にff. il車して宇宙のX線を観測するとい

うことで1附和41 '4斗こ-1~(任された。

当時待il並の n ち上げはつまずきを重ねており，研究

所は汗難の"々の.iili続であったが. 1砲事145年2月 11n
に1'1 本政初の人工衛星「おおすみ」がL-4S-5り俊によっ

てやっと軌道に乗った。

つまずきで得られた技術的にi'11l!な経験を IIミかすこ

とによって，その後のミユー・ロケットによる科学術

尽の打ち l二げは比較的順調に進んだ。ところが 1976年

2月 4 1J .小III先生が予単にかけられた「すだれJ コリ

メータを終載するCORSAは打ち上げ時の 'fl放で軌道

に乗せることが出来なかった。私はそのとき実験 J:任

コチ'_"'z..，-

、~ ~.::r.;.~ -乍ょっ穿r
句幅，・，-=L. 、~

打ちょげ成功記念の寄せ書きに喜びの署名

を務めており，発射まもなく聞いた指令包括の向うの

「軌道投入をあきらめます」という野村先生のお声は

忘れられな b 、。 X線天文衛星の実現に巡れをもたらし

たことは小田先生にとって痛仮の一事であったことは

想像に難くな L 、。

能うる限りのデータの集積による原因究明，各方而

への事情の説明，各積報告;J}の作成と併せて，再起の

ための改善借置の指示など，宇宙工学チームの不屈の

努力が積み重ねられた。この失敗にめげずM-3C型ロ

ケットをM-3H型に発展させた。その|剖CORSA失敗

の雪辱を果たさんものと， CORSA-b計画が小問先生

を初めとするX線チームの意欲を新まえ，宇宙研の研

究部と事務部の熱意で推進された。これは骨惜しみを

せず，製造メーカーと一緒になって問題解決に取り組

むという研究所の姿勢によって，異例の早さと予算規

模で仕上がり. 1979年2月 21 日にM-3C-4号僚で打ち仁

げの迷びとなった。 CORSA-bは軌道投入後に「はく

ちょう」と命名された。このときも私は実験主任を仰

せっかつており，この衛星の災現はこの上ない喜びで

あった。「はくちょう」のX線天文学への賞献が薗iJ倒

的なものであったことは遍く知られているが，それを

可能にした工学:チームの一日としてひそかに誇りとし

ているところである。

その後，小問先生ごイE任中の打ち卜.げは緩めてJill!測

に俄移した。「さきがけ」と「すいせい」はハレー嘗

昆の接近観測を果たした。この，I!"ltlljは 11時のソビエト，

ヨーロッパ，アメリカとともに総勢6機の傑食機を擁

した同僚共同観測であった。この.汁阿がよい成巣を挙

げ，イタリアのパドヴァで会合を聞いた折，法王ヨハ

ネ・パウロ 21立がー|司をバチカン 7J4 搬にお紹き下さる

ことになった。私も-iJ.に加えていただいたが.小凶

先生は日本チームを代表して成果を報告され，またチー

ム一人ずつ法王と是正予する際の紹介をして下さった。

小問先生の附れ舞台であったと伴察する次第である。

先生は英語にご嵯能で，はたで伺っていても，かく

あらまほしと思うようなお話し振りであった。また小

説類もよくお読みになるらしく，ある日たまたま乗り

合わせた電車の中で，いま Auelk史の rThe Clanof

theCaveBearJ を読んでいるが， 14 に I師 (I くてやめ

られないほどだとおっしゃった。それまで外国誌の長

編は敬遠していた私も勇を鼓して銚戦してみたところ，

ffii 白いものならば習慣として定おさせることができ，

それ以来初の電車の中だけという枠を記長しながらも

外国の小説鎖をこなすという愉しみがふえた。ときに

は論文に使えそうな使利な J い回しについての t1ill な

ヒントが得られるということもわかり，小EEl先生の与

えてくださったi'.i::<.l!なお導きに深く感謝している。

先生は若い気持ちを持続され，円標に r{'J かつて 'l;~ に

-10 ー



完成したCORSA-bを函む

全力疾走してこられたように思う。どうか天の星に近

いところで安らかにおやすみ下さるようお祈りして軍

を指く。(宇宙科学研究所名誉教授.千葉工業大学)

小田さん，安らかに

平尾邦雄

小閉さんの計報を聞いたのは本当に突然であり信じ

姻t~ 、知らせであった。あの元気な彼が何故突然に亡く

なられたのか全く判らなかったが，お通夜の1品で司会

の牧師さんの市辞を聞いたときに何とも篤かされたの

である。彼は確かに少し足が不自由になっていたが，

まさかそれほどまで出そうと言う意思をもって店られ

たとは今でも考えられない位である。

宇宙研が創立されたとき私も参加する・J}になってい

たが，亡くなられた水[II先生や早川先生が鍔カされて

MITlこ居た彼をn説かれて宇宙研に来られるようになっ

た OJ，私は存じ tげなかったが天-1-的な「すだれコリ

メーター」を作られてX線星を見つけられた来的らし

い先生と一緒に仕事をする事が出来る習に大いに絡し

く思ったのである。彼とはii'Iに内之浦のロケット実験

場でMT-135の実験をする 'J}になった。そこで竿焼酎

を一緒に飲んだり，世i<~、だりした事もあった。今でも

思い III すのは初代コルサが打ち上げに失敗したとき

「これで日本のX線天文もだめになる」と言って嘆い

ていた彼を一生懸命慰めた事である。そうしてついに

コルサを打ち上げた時の彼の喜びょうが今でも目に焼

き fれ、ている。

その後は私が'Hli liJfを去るまで本~に一日中と言っ

て良いほどご一緒出来た 'fiは今でも私にとってこの上

ないー料、だと思っている。小悶さんは返12後も色々な

}JU師で活路されていたが，時々宇宙研での集まりなど

でお柄を飲みながらお活をした事を懐かしく思い出す。

亡くなられる自ijの 1年|聞は何故かお会いできなかった

ので，品!りの人に小日1 さん元気なのかと Im~ 、たりして

いたが，まさかこんなに急に計報をUfl<'Fになったと

は。いまだに「ょう J と言って現れるような気がする

のである。

どうか小田さん安らかにお休み下さ L、。そうしても

し出来るなら天国で美味しいお酒を楽しんで下さい。

(宇宙科学研究所名仔教授)

小田先生の思い出

井上法三日II

今年3)']，先生の悲報に接し，一燐耳を疑うほどの

衝態を受けた 1人です。宇宙研の衛星に数多く悦わっ

てきましたなかで. CORSA (コルサ)衛星開発当初

から，日本初の X線天文衛星「はくちょう J の誕生ま

で，先生とご一緒に仕事をさせていただいた当時のこ

とが今も深く心に残っています。先生をリーダとする

X線天文チームが，心 l胞をそそいで附発してきた X線

天文衛星「コルサ j は， 1976 年2月に打ち上げられま

したが，不幸にも軌道投入が成りませんでした。衛星

テレメータセンターで打ち tげに臨んでおられた先生

は，私の績で時々 刻々 と入ってくる情報を，指令 HI ff1.i

片手に聞いておられました。そして，発射後しばらく

して「第 2段目の軌迎が低いため，コマンドにより第 3

段 1'1 の点火を止めました」と場内アナウンスが流れた

瞬間，先生をはじめ皆で顔を見合わせ，一|隣呆然とし

たことが思い出されます。「先生これはどういうこと

ですか」と大声でどなる戸が聞こえました。先生は，

コントロールセンターへ飛んで行かれ，戻ってきてす

ぐさま，打ち上げの失敗の状況を説明されました。そ

の時， r先生またやりましょう J という声が聞こえて

きました。先生の心境を聖書せられたのでしょうか，特

に関係のメーカーの }J か々らの声が自然に上がったの

は篤きでした。この失敗から 3~ドの後. f官 'J~ 的な早さ

で』二位 F悲願の X線天文衛星「はくちょう J を成功へと

導かれました。先生の喜びのお顔とともに，皆て'胴上

「工学チーフ」とともに打ち上げに挑む

ー



CORSA-bの量後の見送り

げしたことが今も懐かしく思い出されます。仁l では表

せないほどの大変な3年11\1だったとお君主しいたします。

私もこの3年間無我夢中で頑破ったおかげで今までに

ないfl~な経験をさせていただきました。当時，衛星

試験などで工学とJW学の剥穂役をしていた私に，先生

は「工学チーフ」と言って，いろいろと気を配ってく

ださいました。「アメリカでは衛星が一個上がる毎に

何組かの能婚者が~H るんですよ」ともぎわれ，これは

衛星に夢中になって，ついつい家庭をないがしろにす

るからだそうで，孜々衛星チームのパーティには必ず

奥さんの同伴を勧められ. “若きウイド一連"に日頃

の労をねぎらわれました。

私 'Hで先生に講演をお願いして，そのお供をした時

も，いつも奥線とご一緒で，アメリカ仕込みのレディ

ファーストをi画されていました。

1997年2月. M-V-l号機で「はるか」の打ち上げが

成功した際，わざわざKSCへ電話を Fさり. Iあなた

達は大変なことをしたのですよJ とお視いの言葉をTJ'j

きました。昨年2月. ASTRO-E打ち上げの時，内之浦

でお会いした折りは，足が少しご不自由の係子でした

が. I頑強っています」と先生にお話したのが最後と

なってしまいました。日本のX線天文を世界のトップ

にまで脊て上げられ. I日本の衛星は小さいけれども

ピリリとわさびの利いた衛星だよJ と仰られた小問先

生に， もうお会いできないのかと思うと寂しくてなり

ません。

「昆の王子さま」やすらかにお休み下さし、。

(宇宙科学研究所)

小問稔先生を偲ぶ

原宏徳

昨年6月 15 日，小川原先生退官記念パーティの時で

した，小田先生にご挨拶申し上げましたら，いつもよ

り懐かしそうにCORSAの事など， こもごもお話にな

り，でも，とてもお元気のご様子でした。これが現世

でお目にかかれた最後であったとは.。

思い返せば小問先生とのご縁はCORSAで，大それ

た申し条ですけれども，生みの苦しみと復活の喜びを

共にしたところから始まったのでした。そして後継者

の小川原先生逮がASTRO-Eで繰り返したくない生み

の苦しみを味わい， しかし復活の陽光が見えた将にそ

の時まで，何という不思議な。

ご葬儀に参加しお別れを I'll したはずなのですが，ま

だ信じがたい心持ちのままというのが，偽らざるとこ

ろです。喜怒哀楽のお顔， もっとも怒顔はついに拝見

できませんでしたが，とても印象深しすぐ目の前に

現れてくださいます。

「宇宙研の小聞です。原さん，折り入って相談した

いのでご足労願えませんか。」年齢も，立場も，その

他すべて月とスッポンほど逃う私を，こんな調子で丁

重にお呼びくださり，参上すると本当に相談するのだ

という風に課題をくださる，それが小田先生でした。

CORSAの後でさえそうだったのです。当時一介の実

務者の私にまで「何とか復活するつもりですが，やっ

てくれますねJ と，とても深刻なお顔でしたが，わざ

わざ仰ったのでした。そうまでいわれて務い立たない

者が誰かいるでしょうか。「ゃれますよ，やりましょ

う。J 金も. )倒的も厳しい，でもやるしか有りません

でした。「はくちょう J 成功の実に附れやかな小問先

生の笑顔，なによりの報酬でした。

これは一例，以来身をもってお示しくださったリー

ダーの心情えは，以後，昨年6月末すべて退職するま

での私の生き方の大きな悶僚となりました。美しい草

「はくちょう」成功配意寄せ書き

0
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(小田哲先生面)

~Eの絵も先生の秀でた芸の一つ，時折iiliimを拝見しな

がら，私も又と，飽'*のりにも励んだものです。 'li~' に

新しいものに挑戦する先生の姿勢，長年伴見して，何

時しかそれも又自分の心がけのうちに入って育った4j:

を今吏ながら発見し，臼 [/1 になったこれからこそ，改

めて先生の門を叩いてみたい，そんな矢先，思いがけ

ない.~旬、だにしなかった計報に接したのでした。

今となっては直接先生の軍事咳に接することは出来ま

せんが，長年のご縁の中で残してくださった諸々のお

手本を通じて心の中に生き続けていらっしゃると感じ

るのは私だけではないでしょう。なおも新しいものに

挑戦し，何かを残すことが出来たら，何時の日か，ど

こかの次元であの見忘れようもない笑顔を見せてくだ

さる事でしょう。その日を楽しみに，先生の愛された

ISASの待機と共に努力して参りたいと思います。

終わりにこの機会をくださったISASの益々のご発

展を祈念し，小田先生を~tぷ言葉といたします。

(元日本m気)

小問先生と fすだれ」

牧島一夫

そこそこ天文少年だった私は， この3月で惜しくも

閉館した渋谷の五島プラネタリウムに，子供の頃から

通っていた。高校生の頃. rX線を 111すエクスターと

いう天体が発見された」というトピックが紹介され，

さそり座の盛岡に重ねて，何やら凶角い箱が並んだ図

が投影されたが，その意味が解らな L 、。月日が流れ，

大学院に人って小問先生にご挨拶に行き. rまずこれ

でも読んでごらん」と渡された論文をみてびっくり，

そこにはプラネタリウムで見た図が。それは，すだれ

コリメータを使い宇宙緑強のX線源「さそり座X-Ij

の位白を決めた.ff名なロケット実験の論文で，四角

い箱はX斜liM!の位IIIの誤差ボックスだったのである。

この体験が私の「刷り込み」になったらしむ、。

大学院でモラトリアム気分の抜けない私は，宇簡も

好きだが，学部でやっていたプラズマ実験にも未練が

あり，進路を絞りかねていた。小問先生は.プラズマ

の古川庄一先生と相談され. r しばらくは両方に首を

突っ込んだらいい，ただしディレッタントにならんよ

うに」と言って Fさった。お陰で，本郷と駒場を行き

来する変則的な大学院生活が始まった。プラズマ実験

は削|こl く，古川先生や越山闘志先生にたいへんお世話

になったが，字前にはそれを上回る魅力があり，とく

に小III先生のお人柄Iこ虜になってしまった。知的な好

奇心でいつも目を胸iかせ，音楽と柄と絵を愛し，カバ

ンの中には辻邦生の本があり. Ill!.!主きがお好きで(私

自身もワンダーフォーゲル部の 1:11 身). という小問先

生のお安は，その当時から今日に至るまで，身近でか

っl法しい存在だった。良い瀬を味わうように言葉を吟

味してl治られる先生のお訴を聞くたび， 自分の車内科l的

なポテンシャルが高揚するのを感じたものである。

研究宅のメンバーはよく先生のご自宅にお邪魔し，

「はくちょう J が誕生するまでは夏ごとに先生の伊豆

の別荘におよばれして，先生のご家篠ともども泳いだ

り遊んだりした。しかし先生が当時，打上げ失敗した

CORSA衛星の回復に汚悩されていたことを認識した

のは，ずっと後になってだった。私も鈍感だったが，

先~I二は学生の前では，決して務IJIlや失Alや懲痴を表明

意ガキと亙を楽しむ
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されなかったと，今にして感銘傑く思うのである。

先生の発明された「すだれコリメータ」を復数セッ

トにして使う「フーリエ合成手法」は，大学院l時代に

先生と一緒に考案した，私の大切な業績である。後に

この手法が「ょうこう J HXT装illで笑証されたとき，

理研に移られていた先生は私にセミナーの機会を下さ

り心から祝福して下さった。しかも「牧島君，これを

顕微鏡にすると脳の中が兇られるんですJ と，脳研究

のリーダーである伊藤正男先生に紹介して下さった。

最近も入続される磁，iijまで，東京情報大で脳計測のプ

ロジェクトに熱窓を燃やされていたと聞く。

あまりにも早い先生のご逝去は，悼んでも悼みきれ

ないが，先生のご学風を何とか後生:に伝える努力をi困

じて，わずかでもご恩返しができればと思う。

(東京大学大学院理H学系研究科)

小田先生とラピッドパースター

井上

ラピッドパースターという奇妙な天体がある。ある

天体からのX線が突然明るくなり数秒から数十秒の聞

に元の状態に戻る現象をX線パーストと呼んでいるが，

この天体からのパーストは，例外的に頻繁に出現する。

そして， これらのパースト苦手は， ほぽ半年1IJに 1 ヶ

月程度の間だけ出現する。小問先生が心JfiLを泣いで実

現した我が国初のX線天文術展「はくちょう」が無事

軌道に投入されて約半fl凶後の 1979年のU. 私がKSC

の「はくちょう」受信当番だった II寺に，このラピッド

ノ〈ースターがはぜた。ちょうどこの時JUl. 字市総の悶

際会議が京都で行われており，京都の小問先生から，

「はくちょう」の大成果として迷報するから，縦割I)結

架をすぐに送るべしとの指令が頻繁に来ることとなっ

た。おりしも，まだ大学生でおられた小問先生.ご子息

の克VIIさんが，夏休みの 1mの良い勉強と思われてか，

KSCにともに滞在しておられた。克郎さんにも手伝っ

ていただきながら，衛星から降りてきたラピソドパー

スターからのパースト群のデータを，必死にグラフ用

紙にプロットしたものだった。

ラピッドパースターからのX線パーストの一帯の特

徴は，次のパーストまでの待ちH寺聞がハーストのサイ

ズにほぼ比例することである。大きいパーストが起こ

ると次のパーストはなかなか起きない。地i兵などでは，

待ち時間が長いと大きいものになるが，ラピッドパー

スターの場合はそれが逆なのである。小問先生は，た

L 、へんこの現象に興味をもたれ，背の日本庭闘に克ら

れる「臨(しし)おどし」との類推をしながら，いろ

いろ奇抜な説明を試みておられた。しかし，その後，

ラピッドパースターをテーマに 3人もの博士が誕生し

たにも関わらず，なぜそんなことになるかはわからず

じまいだった。 1988年に小問先生の宇宙研ご退官を記

念して聞かれた国際会議で，私がこのラピッドハース

ターを紹介する議泌をしたが，そのふしぎさを強制す

るのが精一杯だった。ところが，最近，似たようなふ

るまいを示す天体がいくつか見つかってきて，それと

の類鍛で「あすか」のデータを解析してみると，何と

なくその手がかりが見えてきた。しかも，その現象は，

ジェット放出の機構ともからんでいるようでもある。

もう少し答えがはっきりしてきたら，ぜひ，小問先~ー

にもご報告にあがろうと考えていた矢先のご逝去だっ

..
~。

以前から，小 III 先生のお宅の比較的近くに住んでい

ながら，時々，帰り道に，お席け物をポストに入れて

くる以外は，あまりおじゃますることもなく過ごして

きてしまった。やはり，事 iJ となく恐れ多い気持ちが強

かった。しかし. ASTRO-E の打 Jニげ失敗をきっかけ

に，お宅にもお呼びいただき，いろいろとお教えいた

だいて，これからは，もう少し，おじゃまをさせてい

ただきたいものだと菌う感じを強く持ったところだっ

た。宇宙研を取り巻くむずかしい問題も山積していて，

「ぎんが」誕生 (1987 年 2 月)
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先生のお考えを伺いたいと思う面もあったが，何より

も，お目にかかるだけで，あたたかい励ましをいただ

き，元気をいただけるような気がするのである。

先生からは，お知恵や，はげましをいただくばかり

で，何の恩返しもできずに来てしまった。せめて，ラ

ピッドパースターのからくりがわかってきた話でもさ

せていただければよかったのに，と .I~ うと残念でなら

な L 、。

(字前科学研究所)

MyobituarynoteforProfessorOda

KenPounds

Mino 四Od awasthefirstpe 目on fromJapanthatIgot

to know, a long, w町m andproductiverelationship

beginningin1967, whenIspentthesummerworking
withRi回町 do G岨∞ oni's groupatAmericanScience

回d Engin 田口 ng andDrOdaw酪 with GeorgeClarkat

MIT.SpaceSciencew踊 still averyyoungsubjectof

course, andsonaturallymanyscientificcollaborations
werejustbeginning.However,IbelieveIw剖 Mino問、

日目t linkwiththeUKspace ∞mmumty. a ∞nn民tion

thatw拙 later toleadtoam句or collaborationbetween

ourtwoislandnations

The19608w国 a timeofgreatexcitementinX-ray

田町 onomy ， withr，田 earch groupsfromtheUSA, Japan,

Europe (and Australωusing the new sub-orbital

r同組問 h rocketstosearchtheskyforadditionstothe

handfulofunexpectedlypowerfulcosmicX-ray 回UTC 曲

目ill carryingthenam 田 of thehostconstellation.A

major1田ue atthetime ，田 subsequently withgammaray

bursters, w剖 identification. There,MinoruOdamadean

回rly andcrucialcontributionwiththedevelopmentof

themodulationcollimator, atechniqueyieldingX-ray
sourcepositionsofmuchimproved precision. The

resultingsuec 四s inidentifyingCygnusX-Iwithablue

supergiantstarlednaturallytoOda'sextendedinterestin

thatuniqueobj 田t. Isus開ct theearlyachievementof

Japan'sfirstspace 皿len 民団陪lI ite ， Hakucho,launchedin
1979andledby Profe 部町 Oda ， w拙 driven byhis

determinationtofurtherexploresuchremarkableωsmle

phenomena

ViewedfromtheUK, theJapan 回εspace science

programmethatrapidlydevelopedunderMinoruOda's

lcade 悶hip ， b描凶日 rst atTokyoUniversityandlaterat

ISAS, wasbothfamiliarandenviable.Thefamiliarity
W出 in theapproach, inwhichspa 目 expertments were

d田igned andbuiltbyuniversityresearchersintheirown

laboratories.Thatapproach ∞ntrasted withthemuch

largerprogr 町nm 白川 theUSAandtheSov 同t Union

Whatincr 曲singly weenviedw酪 the growthinfunding

in Jap 剖，佃 d particularlytheindependentlauncher

capability available to Japan 回e r回carchers. With

hindsightthes阻ge waswellset, followingoursepara 臼

suec 国S田 with Ariel5 加d 6, andwithHakucho 阻d

Tenma, forthefirstJapan-UKc沼lI aboration inX-ray

astronomy,GINGA
ASTRO-Cwasanambitiousproject, aimingtoorbit
anX-raydetectorarrayanorderofmagnitudelarger

thananythingpreviouslyaile 町、 pted inJapanorEurope,
andcomparabletothelargeNASAHEAO-I mi 田ion

Withthesubstantial, butmuchsmaller r田ou 何回剖

ISAS,MinoruOdamadethec酪e toexplore 畠割引 an 問

fromoutsideJap 加. HappilyforusintheUK, he
decidedourexperi 町田 in buildingX-raydetectorsfor

theArielsatellit 国 and EXOSATw国 relevant andIw酪

invitedtovisitTokyowith 田nior officialsfromtheUK

Scien田 R田carch Councilin1979.Fromthestart, the

relationshipwasahappyone,thec唱lI aboration building

readilyonthemutualtrustandregardfrombothsides.

Theou 也ome- 剖 they 回y -ishistory, withASTRO-C
beingre-named 描 GINGA followingasuccessfullaunch

inFebruary1987andgoingontoenjoy4near-nawless

y回同副 the m勾or sourceofX-raydatafor 剖tronome 目

world-wideuntilre-entryin1991.

InadditiontothescientificimpactofGINGA, the
collaborationw国 widely referencedintheUKand

子、

〆
図

.
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谷川岳のとりかぶと(小田稔先生画)
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小田先生は電波天文学者?

森本雅樹

カミオカンデにニュートリノを聖書つ，脳をすだれコ

1) メーターで見る . *1i屍に載せたアンテナを使って

VLBlの法線長を飛綴的に filiiます，先生の提案は，先

生が rfli'学者」だかわからないくらい広がりました。

高倉達雄先生と太陽電波に挑む(1948年頃)

は賛成できませんよ」という風に聞こえました。ずっ

と先を見通して云っておられるのだと思いましたが，

それにしても賂突に「ツガイ…J とはナンですか，

お宅へのご帰途がもう自の前になったのでそう云われ

たのでしょうか，お聞きしたく思います。

先生が日本の太陽~1I彼の草分けの一人であることは

良く知られていますが. r宇宙屯放のファンです」と

もおっしゃっていました。当時カシマンカッタ宇宙電

波の若手たちをずいぶんと助けられたことと，~います。

そして勿論「すだれコリメーター」の登場です。今は

亡き問中主ff雄さんが「ひのとり」によって大汚践しま

したね。ひき続いて「ょうこう」でも鎗載され，太陽

フレアの磁X線の樋i像にはループの足元の二つ目玉の

他にループの頂上で光るものもあることが発見されま

した。お蔭様で臼本の現役の太陽研究者逮は胸を張っ

て世界を凶歩しております。「ょうこう」メンバーを

外協人を含めて滋れんばかりの人数をお宅に呼んでい

ただいて笑顔で励まして下さいました。合同葬のおり

に. rあとに続く我々も先生には負けていられない」

と言うお話がありました。全く同感で. m制II経細胞か

らの信号の「すだれ」による検出を考えだされるなど，

感心ばかりしてはいられないと思っています。

お嬢さんの教会での0:'1とした聖書朗読は，あまりに

早かった旅立ちに，納得できません不条理ですと震わ

れているように轡きました。

(関rr天文台名持教授，明星大学)

(UniversityofLeic 田胞のHeisgreatlymissed.

宇宙電波，「ひのとりふ「ょうこう」…

平山 主主

小 111 先生は今ごろグリンデルヴアルトの芸の上を煩

ズボンで飛ぴ|留っておられるのでしょう。奥織とご一

緒に名誉市民とは何とカッコよいことでしょう。そう

いえば何かの会の帰りに武蔵境の駅の階段を降りなが

ら突如 1言われた瓦業を且!， ，、 tH します。「人 IlU. ツガイ

になるのが一帯ですよ」と。その頃まだ日本の天体望

遠鏡苦|闘が「同内 3.5メートル鏡」になっているとき

でした。「“関内"はとおりませんよ J. と ffi J: II を降り

る， iij にいわれた矢先のことでした。「悶内に作る計的 l

Japan 酷 a modelofinternationalcooperation.Alongerｭ

lastingbenefitresultedfromtheexchangeof 田ientists ，

particularly students, between our two countries,
forminglinksthatcontinueto under 下In newJOint

endeavourstoday.RecallingtheimportanceMinoruOda

pIa 田d onencouraginganoutward-lookingapproachin

Japanese 田ience. Iknowhewillhavejudgedthelatter

benefittobeasimportantasthedirectscientificreturns

fromGINGA

Humilityisame晶ure oftruegr悶tn 同;s andMinoTu

Odahadth>S glれ in full.Duringtheearlystudiesof

Cygnus X-I , when a key target was to 日 nd a

characteristicperiodintheX-ray emission, oneof
MinoTu'sstudents-whoshallbenameless-produceda

lightcurve from random data. As the supervisor

examinedthedata. sugg 田ting aperiod w酷 indeed

apparent, thetruthwasrevealed.MinoTustoodback,
smiledandsaidthathisstudenthadtaughthimalesson

hewouldnotforgel.Thoseofusfortunateenoughto

havereallyknownMinoruOdawillr田all manyhappy

memories, andourownvaluable lessons, fromthat

association.

‘故伊藤宮蔵先主主と「すいせい」笹生を祝う(1985年 8 月)
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それどころかお花の絵や音楽までです。とは言っても

電波天文でいつも応援いただいた私は小田先生は「も

ともとは電波天文学者J と勝手に考えています。

小田先生の最初]のキャリアーは原子核物理でした。

しかしそれも束の間，第2次大戦中はjlIの f丘波研究に

参加.終戦後は航空母艦の俊材などを使って太陽~U波

観測を始められました。世界的にも早い観測，日本で

最初の太陽アウトパーストの観測，太陽の電波写真一の

~;f;など大活躍でした。共同研究者の必倉逮雄氏は後

に太陽電波で世界的に有名になられますが，先生がfE

波天文に誘った，と知る人は少ないでしょう。

その後，東大原子級研究所や阻TでこHiT線空気シャ

ワーの観測での到来方'('J を決める )j法は」二のfE波写真

と共通な Jjii .l1Hて'す。小川先生はゴムまりで天球l苅を作

り高エネルギ一空気シャワーが受かるたびに位位をプ

ロットしておられました。天球図は天の川の屯波マッ

プで，駆け出しだった私は「この先生は112波がご品回 ?J

なんて思いました。有名なm波天文学者パーク氏と叙

交を得られたのもその頃で，氏は後にVSOPの I司際評

議員を勤められるなど先生と電波天文の関述というと

必ず出没されました。あるE1.野辺山に来られたパー

ク氏を尖然お宅にご案内して大稲盛りとなり，先生，

ご夫人ともどもびっくりさせたりしました。

すだれコリメーターでさそり度X-I の位低が詳しく

測られ，同定観測をという相談のときにも同席の栄を

得ました。電波観測では，始めの30分くらいは受かっ

ているような記録が出たのですが時間をかけるといつ

の問にかげ1えてしまい，駄目だった，ということにな

りました。後のオランダの観測ではトランジェントな

氾波がU-Iている， という結果で，はじめの30分のにま止

と大体合っています。記録を見る自が白くてチャンス

見逃し，駄目学者のよくあるドジでした。

VSOP, ~l!披へリオグラフ. VERA. いつも応援し

ていただきました。 VSOPでも常に温かい日，時には

l叱Itt.時には隅まで，時には広い EI.応媛だったり指

法王ヨハネ・パウロ 2 世とのご対面 0986年11 月)

バチカン宮般にて (1986年11 月)

導だったり，議論に直接加わっていただいたり， .1&衡

を聞かせ呑ましてもらい，交渉に立ち会っていただい

たり，弱小部族と大内長みたいな関係でした。「先生

はもともとfE波天文」の感じ，わかって頂きましたかワ

それとも「先生こそはこっちの分野」と感じましたか 9

みんなそうなのかもしれません。そんな皆さんを注し

illいてか，代表してか，こんなことを符くチャンス，

これもたくさん凶いたチャンスともども小問先生から

頂いたものでしょうかワ

(国立天文台名詩教授，ひょうごは大きな陣物館代表)

小旧稔先生の想 L 、 :t

戸lfI泌 19]

3H初旬柑l 刊を凡て小旧先生のご逝去を知る。まだ

お若いしお元気だった先生のことしか記憶にない私は

本当に篤いた。告別式の吋円足が弱った私は内ッ谷の

式場に早く到lJ1i。まだ司自備中の 01"0 に入れていただき1' 1

1Elこっ、まれた先生の御写良foil とも鋭しみあるお顔を

じっとながめつ、忽い出にふけった。

先Lj;と初めてお会いしたのはいつだったろうか。ど

うもはっきりしないが，糸川先生と過した秋1刀のロケッ

ト打ち j二げの時はすぎ，内之浦でロケット発射実験が

始まったあと数年後だったのだろう。

l附干iI4SJI'·2月 II 11 初の人工衛JHr I二げ成功の析はど

うやら小IH先生はすでに実験隊uの-J:lとして本日j5で

NASAとの述絡係をつとめておられたと聞く。以降ロ

ケットはミュ一時代をむかえ相次ぐ発射実験は成功き

わめて取調にすすんでいた。

l昭和41 JI:私が日産の宇宙航空事業部長となってから

は，仮綴次長以 F多数の人材が育ったので私が内之内fi

に行くのも大型ロケットの打上げの時だけで， 11 程も

限られたが，成功すればお祝。失敗すれば銭念会，さ

らに内之浦へ行くのを楽しみにしておられた氷川先生

が来られる折は，お若い玉木，森先生ではアルコール
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が，そのようにおっしゃるだけに，与えられた仕事を

どのような方法でやっても機わない，と言うお考えだっ

たので，とてもやりやすかったように思います。

先生は，本当に気さくな，偉ぶったところの無L 、方

でした。それを良いことに，先生がKSCへ行かれる

II寺に，先にKSCに :±:~U している人への渡しものをお

願いしたことがあります。私自身は何とも思ってなかっ

たのですが，そばで見ていたメーカーの人は，自を丸

くして. r岩田さん，所長と言えば会社では社長です

よ。我々はとても社長にそんなことは頼めません。」

と言われたことがありました。また，会議等で嫌なこ

ともあるだろうと思うのですが，全く顔にでない]jで

した。ですから，顔色を見て，何かをすると?言うよう

な気を巡う必~は全くなかったです。もっともこれは

外での顔で，お家ではいろいろとこぼしていらしたか

も知れません。

それから，皆さんご存じでしょうが，小田先生はお

酒がお好きでした。特に外国生活が長かったからでしょ

うか， ビールは水のように思っていらしたようです。

海外出強から婦られると，約一週lUIは，お昼の食'II時

に水の代わりにビールでした。だんだん出援の回数が

噌えるにつれ，水に変わる畷にまた U.:~N，帰って来ら

れるとビールと，水になる時が無くなった特別もあり

ました。*京ディズニーランドが出来ていらっしゃっ

た時も. rアメリカのディズニーランドの食堂ではビー

ルはOKなのに，日本はだめなんだよね。J と，がっ

かりしたようにおっしゃっていたのを思い出します。

法王織の槽(小田稔先生画)
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小問先生の惣いで

事務部の送別会にて(1988年 1 月)

岩田冨美

小田研に来て小田先生にお会いし，初めに.r岩間

さん.li:・1!?はお茶くみではありません。J また「覧会女

(秘~，i})と僕の関係は猿回しと猿のようなものです。

侠は貨女の旨われるように動くだけです。」と言われ，

自分が思っていたことと，あまりにもかけ離れた発起1

に，ただ，ただびっくりするだけでした。仕事に関し

ては私が先生を動かすようなことは決してありません

のお相手がU:\来ぬとて，私に特に来てくれよとご依頼

をうけた。どうやら実験主任}j他と焼酎ー綜お付合が

主な仕事のようであった。小田先生も平尾先生と共に

内之浦では編之家旅館が宿会のようだったから入口敏

のパーロケットで焼酎ー綜からお付合が始まったと.IJ}，、

つ 。

だが昭和51年小IE先生位当のX線星術JltCORSA失

敗の折. f尚々訓測~での小日l先生の務!取の1Rはわすれ

られなし、。だが3年後の御苦労の結果，はくちょうの

成功のおよろこびの姿は印象に残る。

一方，東京でもf可か会合で時折お目にかかる機会が

あった。会議が終わるとよく平尾先生も一緒に2次会

とてポルカとかいうビアホールでまず一杯と始まる。

先生は楽士に歌をリクエス卜。私も酔いっ、歌をうたっ

た。帰路は先生のお宅は武正義境，私の家は小金井とて

IIIで同行. ~曜夜小問先生のお宅にお邪魔した。奥様又

お子さん方もおきておられ，私l立法l遣なくウイスキー

をいただいた。先生の写真集。

以上日本の段高学者であった先生を何か飲み友述の

ように古いて想い出の記として申訳なL、。ただ先生が

今少しでも生存され，公職をはなれ，奥棟とおふたり

で，花作り又闘をかいて老後をお過しになればと.'J.tう。

今はただ先生の御~稲を祈るばかりです。

(日~~自動車顧問J)

s
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宇宙研運動会にて 0985年 2 月)

趣味も沢 Iii お持ちで.絵もお姉きになれば，音楽もさ

れるという )jでした。絵のプfは草花の附mがあります

からご存じの方も多いでしょうが，背楽と?言えば，

1988>1'-に IJHllYiされた国際会議(小rJIコンファレノス)

の懇親会で， MITのジョージ・クラーク博士のピアノ

伴奏てd筒を吹かれたのを思い出します。終わってから，

「学会で認をするのでは fあがったJ ことは無かった

が，これは rあがって』しまった。」とおっしゃって

苦笑されていました。

とてもダンディな先生でしたから，思うように UI歩

きなと 111来なくても，かっこよくステッキでもついて

いれば良いと考えて，手術などされなければよかった

のにと思うのは，私の我がも品でしょうか。

(宇宙科学研究所)

私の小田稔先生九景

的)I I泰官

。1922年，アルベルト・アインシュタイン来 13。当時

北海道在1tの小Ell先生のご両親が札幌公会~~に請がi

を聴きに L 、く。お l辻さまのお腹には赤ちゃん。寺翌年

に III Jlf.，稔と命名。 IJ台教の一席。

。稔少年は幼くして「ケンキュウ」という誌を匁lる。

ハナクソがどうして必の穴の "I'で大きくなるのか不

思議に思い，小さな箱でハナクソを「肖てた」が，

一|古jに大きくならないのでおかしいなと思った。あ

る日その箱を聞けたおほさまが仰天した。

。新婚旅行で知校夫人と熱海へ。繭後に湯川先生への

「御前講演J を技え，必死で原稿づくり。新婦はせっ

せと鉛:ti nlJ り。fiI'照さん「お宅のご主人は新聞記者

ですか? J 新郎新婦「・・-・・」

。1976年2月，日本初のX線天文衛星CORSAを終戦し

たM-3C-3口ケットが太平洋の~WJ と消えた。パー・

ロケットでのJj'LH先生のへべれけのつぶやき「これ

で日本のX線天文学は，アメリカに十年は i丘いて行

かれた・・・・。」

。1979年2月， CORSAの1雪辱なって「はくちょう J

と命名。長寿だった「はくちょう」は，外国のX線

天文衛援が不調に焔る中で狐lln苦闘し，日本のX線

天文学を一挙に国際舞台に。小問先生，践しそうに

「あんまり人使いが荒いので， (はくちょう}では

なくて{はくじよう}って呼ばれているらしいよ。J

O内之浦の宿「綴之家J での会話。小悶 Fボクは若い

頃，これでも{昼の正予さま}って呼ばれててね。J

的)I I rへえ，それが今は{昆のおじいさま}でう」

小問「こいつめ。」

。小閑邸で。 r~;~ 、人つてのはね，廊崎さえしなけれ

iまやI'びて行くもんだよ。あれこれやりたいことに制

限を加えようとすると成長しなくなる。」

<§Y'f' lli研御退官直前に二人切りでアメリカ各地の挨拶

まわり。パサデナのホテルで。「所長としてのボク

は，研究をほどほどにして， もっとリーダーゾップ

を発担Itすべきだったかも知れないね。」

。退官してしばらくしての氾話て'の会話。小限「がj川

くん，最近ワープロを使い始めたんだけどね。とっ

ても便利なもんだねえ」的川「そうですね。でもそ

のお二染は，字社f研にいらっしゃった時にお聞きし

たかったですねJ 小間「へつへつへっ j

(字市科学研究所)
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退官Ie念講演 (1988年 1 月)

小問先生を偲ぶ

秋葉銭二郎

糸川先生についで，また日本の宇宙科学は大恩人を

襲うこととなった。小問主主先生は， しかしながら，糸

川先生が宇宙併を去られると殆ど入れ答わりに着任さ

れ，最初から激動の中で御苦労されることになった。

当時は人工衛星誕生前の苦難の時期lであったが，先生

はすだれコリメターによる宇宙X線の観測に官官t的で，

たとえ衛昼は打ち上がらなくても，大型観測ロケット

というだけで十分役に立っと，われわれの苦岐を弁護

してくださったのは，半ば本音とも受け取れた。後に，

K-IO型でそれが現実となり，やがて， X線天文衛星の

CORSA計画が進められるようになった。グループの

意気込みが壮んであっただけに，その打上げ失敗の打

撃は大きかった。われわれ工学研究者としても，開発

にリスクは付きものとはいえ，なんともお気の毒で，

務1mされているお姿を正視するに耐えなかった。音節

3'£干の後打ち上げられた「はくちょう」は， それまで

の御苦労に十分応える成巣を次々にあげて，宇宙'研の

名は世界に知れるようになった。宇宙科学研究所はま

た，宇宙・航空研究所からの改組転換に際しての，先生

のご業総とお人柄に負うご尽力も忘れてはなるまい。

初代字江{科学腕究所長，森大吉DIS先生の任JQJ半ばでの

ご逝去の後，第2代所長となられてからは極めてご多

忙な日々とお見受けしたが，実に多方面のご活縦をさ

れた。先生の任期中最大の科学衛星計画はハレー至宝星

探査であった。先生は持論として衛星計画のような多

額の経費を使う計画は学術として，一流の成果をもた

らすものでなければならないと主張されていた。惑星

探査については必ずしもこのような信念を持たれてい

たとは思えなかったが，ハレー主主星探j'f.の国際協力に

おいては米ソ欧の足並みを備える上で裂の役割を来た

されたとはご自身の述懐でもあり，もっぱらの評判lで

もある。これも，先生のお人柄に依るところとお察し

する。実際，所の外部委只をお招きする会議の後では，

お人柄を恭い，沢山の参会者方がmまって，所長室で

2次会を楽しまれるのが常であった。そして， その

「さきがけ」が予怨以上の粉度で感昼間に投入された

とき，災験主任であった私がうっかり 120%の成功と

口走ったのを，科学者らしからぬと非態した人もいる

中，科学者といえども人間と理解を示してくださった

のも先生であった。そのような順調な発展を遂げた時

代ではあったが，先生は所長として将来計画を議論す

る場を設けられ，やがて任期を終えられる頃には， Mｭ

V計商岩手への糸口をつけてくださったのである。個

人的には，随所での偶然の出会いの折り交した短いお

話しが，懐かしく思い I:U される。月日は戻らな L 、。

(宇'i li科学研究所名谷教授・元所長)

BaggageClaim でX線天文学を説く.

西岡篤弘

小田先生は楽しいお認をなさるブ Jだった。話題が主主

富で， しかも先生ご自身が心から話すことを楽しんで

いらしたので，いつの|切にか慈きこまれてしまうこと

が度々あった。アメリカでこんな経験をしたことがあ

る。

1982 年の始めに小問先生のお供をしてワ y ントンか

らニューヨーク経由で東京に戻った時のことである。

科学術昼の成果やハレ一堂星篠査ま，-，，耐 iへの参加で宇宙

研の困際協力が本絡化し， NASA 科学 tJ との包指的な

協議が初めて行われた後だった。大勺のために私迷は

ニューヨークでの乗り継ぎ使を逃してしまった。ケネ

ディ空港の Baggage Claim で荷物を待っていると，パ

ンナムの荷物係が私述のところに来て日本人かと聞く。

ビルと名乗る 40 前後の男性であった。ビルはかつて日

本にいたことがあり，その時に折り紙に魅せられて自

分で新しい流儀の折り紙を考案したとのこと。その特

徴は一ドル札を使うことである，といって Dollar Bill

退官官己念パーティーにて (1988 年 1 月)
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著のQrig阻止いう本をくれた。紙が正方形でなく却2

)~であるという制約を逆手にとり，紙幣の図柄も tl'.か

した面白 L、作品をこしらえていた。

大いに感心したあとで小問先生は，お宇しをしなくっ

ちゃ，とおっしゃってカバンをお開けになった。お返

しにできるようなものはお持ちでないはずなのにと，Uっ

ていると，論文のプレプリントを取り tH し，これを渡

してX線パルサーの説明をお始めになった。全く素人

の彼 lこX線天文学がわかるはずがない，と唖然として

見ていると，先生の有無を云わせぬ訴しぶりにひきこ

まれ，やがてピルがうなずき始めたではないか。講義

は次第に熱がはいり，荷物が仕1て来た事iには彼はすっ

かり X線天文学のとりこになっていて，目をtillかせな

がらお礼の，§~を述べたのであった。

小問先生のお話が人を芯きつけたのは，自分のして

いることは師自く，誰でもそう店、うはずだと心から信

じておられたからではないだろうか。赫赫たる業紛を

おあげになったのだから向信をお持ちなのは当然だが，

それだけでなく， ものごとを明るく見て，業しさを人

と分かち合おうという気持ちを生まれっきお持ちだっ

たようだ。物理のセンスの鋭さと併せて，研究という

未知の IItwに挑む仕事にぴったりのご世物だった。先

生のお訴に多くの若者が鼓舞され，好奇心を刺激され

て. FI 本の字Eli科学研究を大きく発展させた。宇宙科

学における先生のこ.研究はX線天文学が中心だったが，

ご興味は広く，私の専門である滋気聞物理11学の分野に

おいてもジオテイル衛星訓蘭の推進を強く支援して下

さったことを深く感謝している。ジオテイルの成*に

対する内外の評価をご鰍作し，おんでいただくことが

できたのがせめてものご恩返しだった。

(宇宙科乍研究所名答教侵 4 liii所長. FI本学術振興会設 'J~)

女小田稔先生合同葬

平成3年より字詰i科学研究所の評議員会の会長を勤

めて頂いて来た小旺l主主先生の合同葬が4月 21 日に， 了f

Iii葬儀場にて執り行われました。この葬儀は，小III先

生が現職として勤めておられた，東京情報大， 日本ア

イソトープ協会，住友財団との共催で行われました。

会場正1mに俗げられた写点からは，小問先生が参列

者を暖かく見下ろしておられました。祭挫の前には，

先生の発明による「すだれコリメータ」と，小問先生

が lミ任を務められた「はくちょう」待ti !Jlの 1/4t真理」が

展示されました。凶式の午後1時には3∞!品が，教え f.

同僚，官公庁，研究所，大学関係おでー怖になりまし

た。

御追放もお迎えし，的川先生の司会で午後 l 時より

葬儀が始まりました。まず，小ll1先生の御鮮」佐，受賞，

会員などの御紹介があり，先生の御業績を振り返りま

した。この IIU. 先生がお好きだっ'たカタロニア民議

r.nの歌J が流れました。この後，葬儀委n長の挨拶，

文部科学大1主(代読)を始めとした来賓の弔辞があり，

それぞれの立場から故人の質献を祢えられました。交

に 1999年にフジテレビで集録された r20世紀の遺伝子

n軍究の遺伝子JJ のインタビューをまとめたビデオが

上映され，在りし日のお人柄を1ll\びました。これに続

き，弁 l二一先生を始めとした向仰，友人，後輩の }J 々

が弔辞を述べられました。マサチューセッツ工科大の

Clark先生からもメ y セージが寄せられました。最後

に，葬儀実行委μ長である絵尾弘幸~m長から御挨拶と

~~に参列者に会葬御礼が述べられました。

この後，関係者を先頭に参列者，会場外で待ってお

られた参列おが祭岐に献花を行い，そのl協に並ばれた

御i立肢に挨拶をして退場しました。この IIU も「レクイ

エム」と「マタイ受難凶iJが流されました。

会場では，参列者に冊子「小III捻先生を偲んで(題

字的川先生書)J が配付されました。表紙には小問

先生の航かれた「法王線の椛」の絵，中には r!ltのお

じいさま」のマンガが掲載されています。御希望のプJ

は対外協力室 (TEL: 042-759-8347. FAX:042-759ｭ

4251) にお開 J\ 、合わせ下さ L 、。この合同葬では，受付，

会場の準備などに，宇宙研の管理部を中心に多数の方々

の御協力を得たことに感謝数します。

(闘伎秀 l止)
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お知らせ車京東京車東京東京J

肯人事異動(教宮)
…ヲ

発令年月日 氏 名 異動ヰI Iii 現(lA)験等

(採用)

13.4.I 藤松 fJ 議 宇宙愉送研究系助手

" 11!i ILl 和孝 宇宙惟進研究系助手

" 坂井 J'l一郎 字Hi探:Ii.工学研究系助手

(昇任)

13.5.1 稲谷芳文 ンステム研究系教授 'j::yjj推進研究系助教綬

(転出)

13.4.I 船木一幸 筑波大学路能工学系講師 'j'Hi推進研究系助手

(辞職)

13.4.1 石旺l 学 東京綿立大学理学部助教授 宇宙聞研究系助手

(停年退磁)

13.4.1 鶴 III 浩一郎 平成l3 il'3 月 31 日限り停年により退駿した 感Jjl 研究系教綬

" 雛 III 元紀 " システム研究系教授

" Iti }II 満 " l鹿児μ宇宙空間観測所助教授

" 加勇 III ii'I !J] " システム研究系助手

" )( 1£1茂雄 " システム研究系助手

ぐト肯M-V-5号機用衛星接手開発絞験

ぷιzTヨγ M-V-5 号機で打ち上げられる衛昼
間 IUSII

@事情 I MUSES-C と 4段目のキックモータ剛ー

又と'l V2とをつなぐ衛星接手の開発試験を2月

の終わりから3月中旬まで，相模原キャンパスの構造

機能試験棟で行いました。

この衛星接手は，位の役;甲lをするストリンガと非常

に薄いパネルとで機成されるスキン・ストリンガ情造

になっており，経3J化のため，材料としてCFRPを用

いています。また，接手上総は"<ルマンバンドを介

して衛星と総合されています。通常，緩手上端には衛

!I!.からほぼ均等に事:rrrrが流れてきますが. MUSES-C

の構造が特殊なため，この接手では上総の 4カi9rに~

中して荷重が入ってきます。一方，衛星接干の下端に

結合されるキックモータではほぼ均等な術主が術坐接

手から疏れると想、定して設計しています。したがって，

この衛星接手は単に荷重に耐えるだけでなく，衛星か

ら集中して入ってきた荷重を分散させ，ほぼ均等な荷

重でキックモータに流す役 Id もあります。

試験は，マルマンバンドの分綾性能を縦認する分緩

試験から始まり，衛星媛千の剛性試験，そして，段終

的に破駿させる強 1立z試験まで実雄し，分敏性能. iiHli

性能，荷主分散性能とも所定の性能を有することが確

認できました。これで. M-V-5 号俊の接手開発はすべ

て終了しました。(裟杉賢治)

肯MUSES-C 第1次噛み合わせ鼠験

小惑星への往復飛行をめざす，第 20 号科学衛星

MUSES-C プロジェクトは. 3月 22 日のキックオフ会議

をへて. 4月 2日よりいよいよ第 llX噛み合わせ試験を

開始しました。すでに昨年はじめには，構造モデルに

よる燐械環境試験を済ませ，熱真空試験を終了してお

りましたが，この間，飛刻型の電子機携などハードウェ

アの完成を待っていました。幸い，大きな遅れもなく，

~飛朔に供するハードウェアも完成し，すでにいくつ

かの試験を完了しています。

MUSES-C は，わが闘fJ Jの3軸安定方式の惑星探益機
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であり，かっイオンエンジンを主般進機関とする独特

のシステムが係られています。 MUSES-C探ヨ空機は，

TWTAが3台， SSPAが2台というまるで放送衛星と見

聞巡うばかりの探査機で，従来と一風変わった試験と

なることでしょう。とくに. クリーンルームに真空ガ

ラスチェンハを阪入し，試験l時に，その中でイオンエ

ンジンを駆動するという前例のない試験も行う予定で

す。

工学実験衛昆ということで，芯、識がJに若手研究者，

技術者に主導怖を託して進めてきたこのプロジェクト

ですが，いま笑ハードウェアが展開されるにいたって，

緊張と期待が急速に高まりつつあります。

試験は， 6月末までの予定で， 111体の後械~~'l試験

をへて，本年12月からは，本物的な探夜機の組l:lLが始

まります。(川1=1 i宇一郎)

女MUSES-C航法センサフィールド試験

MUSES-C傑 3空機に撚載される 2積類のセンサ

(LIDAR と LRF) のE員外性能正式験を2∞l年3)'J26E1 ~

30 日の 13 程で鹿児必宇i1i笠 1111 鍛~[IJ iTr (KSC) にて実

施しました。 LIDARは50km~50mの阪航で使用する

レーザ高度計ーで，これまで光ファイパーを用いた室内

試験を行ってきましたが，今!日lの試験では3.3km離れ

た尖際の目的、物までの距離を測定しました。 LRFは 1

20m~7mまでの近距離用のレーザ距総計で，鉛l政方

向から30° ずつ傾いた4ビーム桃成になっています。い

ままで 1 ビーム偵の性能測定は行ってきましたが， 4ビー

ム同時に，かっ太陽光の影響や岩，砂~ーの自然地形に

対する反射特性，傑査機がifi/Jいている場合の~轡等を

評価するために，写真のような高所作業取のパケット

にセンサを取り付け，際擬地形までのJlfl雌を測るとい

う試験を行L 、ました。

両センサともレーザ光を使用するため，安全管裂に

は十二分の注意を払う必要があり，広大な鎖域に立ち

入り制線をかけることが可能であるKSCを実験場所

として選択しました。本試験の~施にあたっては，戦

員各位ならぴ関係メーカの皆様に多大な支援をいただ

きました。紙簡を借りてお礼申し tげます。

(橋本樹l列〕

肯インド気球実験

天体からの赤外線を縦割Uするための気球笑験を，イ

ンド(タタ悲礎研究所)と日本(宇宙研，名古屋大学.

東京大学，通伝一総合研究所)との協力により， 1998年

度より進めています。 19991f 1互には初級diUに成功しま

した。 2α均年度には， 2積殺の観測l実験を行うべく準

備を進めてきました。気球放球は，インド・デカン高

原・ハイデラバード気球基地から行います。

一つめの実験は， 日本で開発した口径50cmの低狩

:Ht放射望遠鏡に， ASTRO-F 観測l機務の笑託モデルと

なる二次元遠赤外線アレイ検出誌を繕載し，効率の良

い述絞波観測を行おうとするものです。実験班は II月

から現地入りし準備を進め.インド際機l時間 12月 16 日

午後 11 時に放球に成功しました。 4U寺 1m半の縦割U時間

の 1mに，オワオン』量生成領域のサーベイ観割IJなどを行

うことができました。観測を終え，実験班は-£I.， 日

本に帰りました。

幸いにして観測機はほぼ無傷で問収されましたので，

次の観測を行うべく， 2月のはじめに実験班は時ぴイ

ンド入りしました。この l時期には同時に， もう一つの

実験の単備も進めました。この実験は日本が側発した

7 ァプリ・ベロ一分光i誌を，タタ研究所が開発した口
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筏1m 気球望i主鋭に務・隙し，大口径を活かした百五分解

能の逃赤外線分光観測を行おうとするものです。どち

らの観測器も， 2月の後半には準備が完了し，政球の

般会を待ちました。

気球放I;J<のためには，地上風が大変に砲やかでなけ

ればなりません。インドでは，哀の HUは地|ー風がおち

つかないため，夏が米る l而に放球を行う必~がありま

す。しかしながら，今年は例年になく早く夏が米てし

まったようです。待てどぶらせど地上胤が務ち清かな

いため，今季の放球は断念し， 3月半 (t に対|司しまし

た。今年の秋に， Iヰぴ実験を行うべく，同縦割I! ;mとも

現地に保管してあります。(中川-l~雄)

合ブルース・マレー氏宇宙研来訪

宇宙科学研究所が外部から点検・評価を受ける一環

として，米国NASA') ェット抗陸研究所地所長のブルー

ス・マレー|事士を， 3JJ15 ・ 16 日の2HIIlJ，宇宙科学研

究所にお呼びし，ジェット挑進研究所の組織・予算・

巡';i~やプロジェクトの進め方等を紹介して国きながら，

宇山科学研究所の進むべき方向につき徒庁をfJiく機会

を持った。宇宙研側からは，松尾所長・総日1イi?: Fllj;淵務

主幹(当 II寺)以下8名が参加l した。マレ一氏は， こ-，:五齢

にも，また，旅の疲れにもかかわらず， 2nIIU にわた

り，たいへん精力的に.訴をしてくださり，氏に比べれ

ばずっと若いはずの日本側メンバーの Jj がむしろ疲れ

気味の印象であった。

訴は，まず，宇宙研側の現状の問題点や，将来計画

の紛介からはじまった。この段階では，マレ一氏より，

「将来計画案が示されたが，まだ，!jiなる情包 13 拒に過

ぎない。きちんとしたロードマップをつくるべきであ

る。 J といった指摘も TJH 、た。続いて，氏より， JPL

の飢餓や，プロジェクトの進め方等が紹介され， Iそ

れぞれのすべき事を明確にし，質任の所在をはっきり

させること J， I しっかりしたシステムエンジニアが所

内にいること J， I失敗をさけるため，各プロジェクト

の内総評価をする組織を持つこと」と百った点の大事

さが指摘された。

全体として， ジェット推進研究所の組織やプロジェ

クト ill 営は，宇宙研として参考になる l師が多々あり，

イ}銃な会合を持つ事ができた。宇宙科学研究所として

は，この結果も参考にしながら，今年度(平成 13年度)，

さらに jよし字前科学研究所のこれまでの活動，現在

の組織・予算・辿 tk. これからの長期将来術革し等々

について点検・ lWfilfi を受ける予定にしている。

(井上一)

世ESRANGE 所長来所

スウェーデンには，ヨーロッパの観測 lロケット発射

場の一つエスレンジ (ESRANGE) があります。スウェー

デノ宇Yi i公社 (SSC: SwedishSpaceCorporation) の

傘ドにある発射場です。ここは東京大学下街航空研究

所の時代からお付き合いの深い施設で，とくに地味周

辺プラズマを観測するいわゆる EXOS 系の科 "r: 衛星で

は， トラッキングの而でも大いに協力を仰いでいます。

さる 4JH3 日(舟)，そのエスレンジの所長 Jan Englund

氏が， aile Nordberg 氏および円本からの ESRANGE

における研究員である III 内氏を伴って来所されました。

怯応所長の他，松本， I白J Jt-，中谷及び的川が対応しま

した。

Englund 所長は非常な親日家で，たびたび来所され

ており，Jfiーが友好的な雰凶気の中ではずみましたが.

Nordberg 氏が初めての来所なので，歓談の後に-If!'模

原キャンパス内の主な胞設をご案内しました。

河~~羽体Jj，i境試験事l!のクリーン・ルームでは， MUSE

S-C がぱらされた状態で ill いてあったのが妓念でした

が，この野心的なミツゾョンについては卜分里 It解して

いただいたと思います。また ~a波無理事手'では . HI被だ

けでなく音も吸収する旨を説明したところ， Englund

氏が「それじゃあ，カラオケでエコーをもl!っている人

は図るなあ J と感慨を述べ，カラオケ好きの一雨がの

ぞきました。事実，隔年rI本で聞かれている ISTS

(字[Ii技術と科学の国際シンポジウム)では，スウェー

デンとノルウェーの人々を附んで“ Scandinavi 加 Nig

hI"を持つことが恒例になっており， 2次会は必ずカ

ラオケを来しむことになっています。

「ょうこう」のデータ解析宅では，仕 'J~ を中断して

説明に立ってくれた Hugh Hudson 氏と話がはずんで

L 、ました。

数年!日 Iに大気球観測て'協力関係にあった矢ぬ教授の

部屋にお述れして，旧交を温めていただいた後に 3

人は字社 i科学研究所を後にされました。なお， Englund

氏は今年秋に所長の任 JUJ を終え， Nordberg 氏がその

後継につかれるとのことです。(的川泰丘)

世 rx 線天文学の新世紀」

「あすか」衛星が 8年の寿命を終え，米国の Chandra

待'j! ，}"欧州の Newton 衛星が観測を始めて約 l年が経っ

た2∞1年3月 6-8 日に， 21 世紀最初の X線天文学の国

際シンポジウムが償浜で附俄(文部科学省同際シンポ

ジウム)された。テーマは 20 世紀に打ち kげられた術

展のデータから分って来た物理 It をまとめ，今後へのl1I!
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泌を洗い出すこと，そして， 2111(紀のX線天文字が取

り組むべきサイエンスとそのための観測手段の開発の

方向を明らかにすることであった。

F是!を越える 283 i'， (外l司人 126名)の参加があり，

31111\1ではこなし切れないf'~. 機り沢 III な jf{待講泌，

1:1店i~"長，多数のポスタ一発表が行われた。また liij

後に各将ーの会議が設定され，各国の I'.~な研究{'fによ

る，シンポジウム以外の研究打ち合わせが多数行われ

た。ここに示したポスターでは多数の外向人を交えて

行われた会議を象徴する械な微浜港の版闘をJljl 、てい

る。(凶校秀l世)

肯第20回講演と映画の会

さる4月 14FI (I:.)，新布駅前の1i. IH 生命ホールにお

いて，何例の 111'/i1iiと映耐の会が開催されました。

松j詰所長の J丈wに始まり，中川 ram ， }l 1 1I 1宇一郎 lllu

教授による講i1iiが行われ質疑応符の後， ビデオ「大手ー

から下山を探る一大気球」が t映されました。ヰリ II 教

疫の講i1iiは，古い天体観 ~IIJ の歴史から説き起こして，

級新の天文衛産による観測の成果さらには ASTRO-F

の計聞にいたるまでのー述の『前，また，川 l二i教授の議

主it は米ソによる感地探査の必|湖けのころから最新の，

宇宙研の小感度傑作正"jiIl jMUSES-C の紹介，そして，

将来の光子ロケットの夢に至るまでの紹介がありまし

た。

iE μ340 人の会場に参加 lお 338 人と，ほ lま満席で if ，再

i1ii，質疑応答とも大変力のこもった熱気あふれる会と

なりました。司会を務めた私の一番の心絞りは， 30 分

ほど予定時間を超過し，質疑をよ主中で打ち切らざるを

得なかったことでした。(中谷一郎)

女新 A棟竣工

本施設は. ';=:'1 は{科学研究実験の発泌による研究郎門

(9 部1吋)， IiJ f究施設等(3施設)の !!'I 設と共同研究'j' i業

や国際協 JJ による 'JO'! の増大にともない，計 l由iされま

した。 ill 設配置は，既存 ill 物と将来 ;H 阿ill 物をJ1;'!，t(し

て決め，既存僚の償 lこm築して各フロアを結ぶことで

コミュニケ-;/ョンもよりスムーズに|貢|れるよう l 犬

しています。千ff1i. H'II Irj(ま， lti 側に研究官，事務室苛=の

居室とコピー宝， LAN 室等の共通郎を配 il1し， Jt 側

に実験官，将来町 l築の対応をJ) 'li 直したコア部を配 i位し

ています。外装デザインは|司-ill!となる既イ f- 僚と|“!じ

立匠設 :;1 とし. J'l7 1: "fJを揃える，窓廻りの断 I雨を|司じに

する，外装タイルは 1 ， '1- のものを1lC川するて事の 111 0 11 1l i と

し，また凶制 I) 外AiF は将来，jj- I ，lij があるため，明築の殺を

設計し， 11: 1::げは吹き付けのみとしています。さらに

既存僚との接続郎は外部黙段を改修しガラスカーテン
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女「あすかJ の落下について

1993年2月初日にl鹿児烏宇宙空間観測所より打ち上

げられた日本のX線天文衛星「あすか」は，その後約

8年間順調に観測運用が行われてきたが，最近の太陽

活動の活発化lこ伴L、徐々にその軌道高度を下げ，つい

に今年3月 2日には大気回に再突入し， 日本時間の 14日寺

20分頃，東経163度，南緯8皮の海域上空で消滅した。

「あすか」は. 8年間の長JQjにわたり斬新な観測データ

を送り続けた後，折しもその前日の3月 1 日にお亡くな

りになった日本のX線天文学の創始者である小田稔先

生の後を追うようにして，燃え尽きた。

実は「あすか」はその約半年前の筑間年7月 14 日に発

生した巨大太陽フレアーに起因する資勢擾乱と，その

後の緊急速用中に起こった蓄m池の氾力枯渇のため20

∞年7月 15日以降は正常な安勢制御が行えず，観測を

中止していた。従って「あすか」は打ち上げ後1993ilo

4月に試験観測を開始してから正味の科学観測を行っ

たのは約7年3 ヵ月となる。

「あすかJ はこの間に近傍の星生成領域から，越新

星残骸，高密度X線述星，銀河系中心，さらに遠方の

銀河，活動銀河核，銀河団，宇宙X線背最放射にわた

る天文学の多くの分野において，世界のX線天文学を

リードする数々の成果を挙げてきた。まさに「あすか」

はドイツのROSAT衛星と共に 1990年代のX線天文学

の発展を支え，チャンドラ衛星. XMMニュートン衛

星による新世紀のX線天文学幕開けの原動力となって

その使命を終えた。

最後に，この衛星の製作，運用は字時HiJfを始め， 日

米にわたる実に多くの大学・研究機|刻・メーカ一関係

者の協力と共同作業によって初めて達成された事，そ

してこのような協力のおかげて: Iあすか」がその使命

を全うしえた事を報告し，協力頂いた皆様に心からお

礼申し上げた L、。(長瀬文昭)

ウオールで草i うことにより，長い壁面を分割する事で

立面的にもアクセントをもたせています。

設備設計では，研究室と実験室に昼光・人感センサー

を使用し，在室時は点滅，人のいない時は消灯の制御

をし， トイレにも自動照明による点灯方式を採用する

ことで，消し忘れの防止をしています。空調設備は，

実験室の使用時間が個別に要求されるため，逆転錬作

及び制御が容易で，ランニング・コストを低減できる

ガスヒートポンプ・マルチ・エアコンを設置していま

す。また，水廻りの設備では， トイレの洗浄水に井水

を利用する方式をとっています。

以上，これらはほんの一例ではありますが，多くの

省エネ対策を施した新しい研究・実験棟は環境にやさ

しい最先端の建物になりました。(塚越¥三)

I'll\ミ 故早川幸男先生のもとで学んだ私にとって，
~後 Iev
、予=ぅ' 小田先生は近しくはありますが畏多く，親し

くお話することができませんでした。研究会などで拝見

した，好奇心を全聞にして研究を本当に楽しんでいらっ

しゃる姿が印象に筏っています。研究を楽しむ姿は早川

先生とも重なります。皆さんの原稿を読み.親しくお話

できなかったことがますます残念に思えました。ご冥福

をお祈りします。個人的には，応募した学術娠興会特別

研究員の面接官がちょうど先生で，研究対象の基礎論文

を挙げられ. r読んだ ?J と凶かれて肝を冷やしたのを

党えています。斜めにしか読んでいなかったのです。最

後に，ご協力頂いた方々に感謝します。紙面の都合から，

限られた方々にしか執筆頂けませんでした。小田先生を

慕う多くの方々，ご容赦下さい。(紀伊)

ISASニュース NO.242 2001.5 ISSN0285-2861

允1i:.j:'di科γ研究"i (点: ;\j\科γ 1'1) 事 229 8510~II;) 古川県相|悦lI ;trIj 山町f1 3 liTE し似 2 7598009
TheInstituteofSpaceandAstronauticalScience

・4'ーニ z ースに lRf す7.d &'/lfJ( ・ i今わ tt-l;J;. /:，むの ;Il，，;r; UO:iJf,iJI!ij,j Jl .Iii政係) ，まで':"，NIl( ,( '7士 Lます~ ('~!f筋弘:品不明

*なお，本二ユースは，インターネットでもご覧になれます (http://www.isas.ac.jp) 。

C
O2


